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第１章 実施計画の概要 

1. 基本的な考え方 

総合振興計画は、行政運営の基本方針として村の最上位計画に位置づけられている計画であ

り,将来のむらづくりの基本理念、その将来像「さわやか高原公園都市にしごう」を実現するた

めの政策の方向性、具体的施策などを体系化し、それに取り組む行動の指針を明示するもので

す。 

総合振興計画は,基本構想,基本計画及び実施計画で構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 基本構想 

基本構想は、村の目指す将来像と目標を明らかにし、これらを実現するための基本的な施策の

大綱を示すもので、村政運営を総合的かつ計画的に行う指針となるものです。 

基本構想の期間は、平成２９年度から令和８年度の１０年間です。 

 

3. 基本計画 

 基本構想において、設定した村の将来目標や基本施策を実現するために必要な手段、施策を体

系的に明らかにするものです。 

 

4. 実施計画 

 基本計画の施策に基づいて、事業内容や実施時期を明らかにし、行財政運営の指針とするもの

です。 

 

5. 計画の期間 

 実施計画は、基本施策に基づいて実施する各事務事業の具体的な内容、時期を明らかにしたも

のであり、計画期間における事業の優先順位の決定と予算化の方向を定めるものです。また、社

会経済情勢の変化や緊急性に対応した新たな事業との整合を図るためローリングシステムを採る

ものとします。 

 期間は、令和３年度から令和５年度までの３ヶ年とします。 

総合振興計画の構成 

予 算 化 
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6. 対象事業 

 実施計画の対象事業は、令和３年度から令和５年度の間に開始または実施される事業であり、

次のいずれかに該当する事業とします。 

ア 第四次総合振興計画において、各施策における主要事業 

イ 計画期間中に想定される事業費が政策経費で５０万円以上のもの 

ウ その他、村長が必要と認めた事業。ただし、人件費、公債費、災害復旧費、及び一般的な事

務費は除く。 

 

7. 事業費 

 この実施計画の事業費は、事務事業の実施に要する経費の概算を示すものであり、向こう 

３年間の予算化を保証するものではありません。 

 各年度の予算については、その時点における財政状況に応じ、再度検証・編成されたのち 

に、議会の議決を受け、効果的な執行を目指すこととなります。 

 

8. 実施計画の進行管理について 

実施計画は、基本計画に定める分野ごとの基本施策の方向性に沿って、その目標の実現を目指

す手段となる具体的な事業計画です。実施計画に掲げる事務事業を効率的かつ効果的に進めるた

め、また、計画期間中の社会経済状況や村民ニーズの変化に柔軟に対応していくため、計画・評

価・予算が密接に連携した「計画（PLAN）→実施（Do）→評価（Check）→改善(Action)」の

「マネジメント・サイクル」の考えを基本とします。 

 

 

基 本 構 想 

基本計画（前期計画） 基本計画（後期計画） 

第一次実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

毎年度、見直しを

実施します。 

第五次実施計画 

実施計画 
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図表：実施計画・評価・予算連携のイメージ図 

   

 

   

 

 

 

 

 

  

実施計画

実施計画

策定方針

10月

実施計画

各課案

10月

実施計画

策定

3月

行政評価

事務事業

評価

5～6月

施策

評価

7～9月

評価

結果公表

10月

予算編成

予算編成

方針

11月

予算要求

各課

12月

予算

査定

1月

予算案

内示

2月
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第２章 実施計画における財政予測 

1. 財政予測の考え方 

  実施計画を着実に推進していくためには、計画期間内の財政収支の見通しを可能な限り明ら

かにし、事業の実施に要する財源を確保することが必要です。この財政予測は、令和２年度予算

との整合を図りながら、一般会計ベースで、実施計画期間である令和５年度までの財政を予測し

ます。 

なお、今後についても、毎年度の予算と整合を図りながら、財政予測を実施します。 

 

2. 財政予測シミュレーション 

推計方法（歳入） 

村税 ・各税目別の過去の推移を参考に計上しています。 

・令和３年度については法人住民税法人税割の税率改正を見込んで

います。 

地方交付税 （普通交付税） 

・基準財政需要額は、公債費の増減を調整して計上しています。 

・臨時財政対策債への振替は、臨時的措置ですが計画期間内は現在

と同様に見込んでいます。 

・基準財政収入額は、村税等の推計額と連動して計上しています。 

（震災復興特別交付税） 

・震災復興特別交付税は実績に基づく推計額を計上しています(令和

７年度まで継続する前提で算出)。 

国庫支出金 

県支出金 

・普通建設事業費充当分は、令和３年度の事業をベースに、各年度

の大型公共事業分を調整し、計上しています。 

・その他についても令和３年度をベースに計上しています。 

繰入金 ・財政調整基金は、予備費相当分以外０ベースとし、その他特定目

的金からの繰入を見込んでいます。 

地方債 ・普通建設事業費充当分は、令和３年度の事業をベースに各年度の

大型公共事業分を調整し、計上しています。 

その他 ・令和３年度予算額をベースに調整し計上しています。 
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推計方法（歳出） 

人件費 ・定員適正化計画等を参考とし、令和３年度予算額をベースに計上して

います。 

扶助費 ・令和３年度予算額をベースとし、過去の社会保障費全体の伸び率を参

考に計上しています。 

公債費 ・公債台帳及び地方債の計上額により推計した額を計上しています。 

普通建設事業費 ・令和３年度の事業費をベースとし、歳入予測に基づく事業規模に合わ

せ、調整して計上しています。 

補助費等 ・令和３年度予算額をベースとし、歳入予測に基づく調整を加え計上し

ています。 

繰出金 ・令和３年度予算額をベースに、特別会計の事業費、公債費見込額を考

慮して計上しています。 

その他の歳出 ・令和３年度予算額をベースとし、歳入予測に基づく調整を加え計上し

ています。 
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実施期間における財政シミュレーション 

（単位：千円） 

歳入見込み 
当初予算額 当初予算額 計画・見込額 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

村 税 3,764,757 3,658,392 3,621,808 3,585,590 

地方交付税 697,150 788,350 749,215 714,994 

 
 

 

普通交付税 1 187,000 197,000 207,000 

特別交付税 113,000 110,000 110,000 110,000 

震災復興特別交付税 584,149 491,350 442,215 397,994 

国庫支出金 1,632,493 1,179,915 1,122,136 1,156,259 

県支出金 3,240,133 2,887,792 3,206,832 2,340,549 

繰入金 176,263 83,528 759,178 1,578,869 

 うち財源調整 

（基金繰入金） 
129,366 1,313 301,326 701,339 

地方債 1,422,301 461,200 1,368,200 1,673,181 

その他の歳入 796,903 1,370,823  1,292,631 1,304,558 

合  計 11,730,000 10,430,000 12,120,000 12,354,000 

 

（単位：千円） 

歳出見込み 
当初予算額 当初予算額 計画・見込額 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

人件費 1,536,652 1,619,785 1,598,495 1,606,448 
 

うち職員給(手当除く) 874,852 933,794 901,251 905,757 

扶助費 1,487,144 1,488,791 1,496,235 1,503,716 

公債費 590,966 598,877 611,056 607,167 

普通建設事業費 

(災害復旧事業含む) 
1,766,379 1,304,946 3,760,126 4,676,733 

補助費等 1,653,174 1,676,974 1,683,915 1,692,335 

繰出金 383,856 387,970 298,960 299,955 

その他の歳出 4,311,829 3,352,657 2,671,213 1,967,646 

合  計 11,730,000 10,430,000 12,120,000 12,354,000 
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（単位：千円） 

普通会計に係る 

財政指標等 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

基金残高見込 5,070,125 5,042,183 4,360,673 2,860,249 

 

 

 

財政調整基金 2,792,484 2,791,171 2,489,845 1,788,506 

減債基金 58,209 58,215 58,221 58,227 

その他特定目的基金 2,219,432 2,192,797 1,812,607 1,013,516 

地方債残高見込 6,276,157 6,175,902 7,139,633 8,439,101 

健
全
化
判
断
比
率 

実質赤字比率（%） － (黒字) － (黒字) － (黒字) － (黒字) 

連結実質赤字比率%） － (黒字) － (黒字) － (黒字) － (黒字) 

実質公債費比率（%） 4.5 3.9 3.6 3.6 

将来負担比率（%） －(0 以下) －(0 以下) －(0 以下) 20.0 

 

※令和 2、令和 3 年度は当初予算額。令和 4、5 年度は令和 3 年度をベースに試算。 

 

※基金残高、地方債残高は、令和 2 年度 3 月補正後の額をベースに試算。 
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第３章 基本目標別実施計画 

 

基本目標１  希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり 

（分野：子ども・子育て・少子化対策） 

基本目標２  自らを高め、共によりよく生きるむらづくり 

（分野：教育・文化・スポーツ） 

基本目標３  活力ある、交流とふれあいのむらづくり 

（分野：産業・観光・交流） 

基本目標４  快適に暮らし、利便性の高いむらづくり 

（分野：都市基盤整備） 

基本目標５  自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり 

（分野：保健・医療・福祉） 

基本目標６  自然と共生し、環境にやさしいむらづくり 

（分野：環境保全） 

基本目標７  安全が守られ、災害に強いむらづくり 

（分野：防犯・防災） 

基本目標８  共に考え、協働するむらづくり 

（分野：行財政運営） 
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基本目標１ 希望に満ち、子どもたちが健やかに育つむらづくり 

（分野：子ども・子育て・少子化対策） 

この村で子どもを産み育てることに希望を持ち、安心して子育てできるむらをつくるため

に、妊娠・出産から子育てにいたる切れ目のない支援の充実を図るとともに、次代を担う子

どもたちの健やかな育ちを地域全体で支える体制づくりを推進します。 

基本施策 施     策     名 

1-1 

母子保健の充実 

1-1-1 妊娠・出産期からの支援 

1-1-2 乳幼児健診の充実 

1-1-3 養育支援の充実 

1-1-4 発達支援・療育体制の充実 

1-1-5 思春期保育の充実 

1-2 

幼児期の教育・保育の充実 

1-2-1 待機児童対策 

1-2-2 多様なニーズに応じた教育・保育の充実 

1-2-3 幼保小連携の強化 

1-2-4 障がい児保育等の充実 

1-3 

子育て支援の充実 

1-3-1 出会いの場の創出と結婚支援 

1-3-2 地域における子育て支援の充実 

1-3-3 子どもの居場所づくり 

1-3-4 ひとり親家庭への支援 

1-3-5 児童虐待防止対策の充実 
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

《事業の目的（効果）》
不妊治療費を助成することにより、妊娠を希望
する夫婦の経済的負担軽減を図り、治療に取り
組みやすい環境をつくる。

《事業内容（事業量）》
福島県不妊治療費助成事業による助成金受給者
に対し、医療保険が適用されない不妊治療費の
一部を県の助成制度へ上乗せする形で助成する
(治療内容により、75,000円または150,000円を
助成の上限とする）。

《事業の目的（効果）》
民間保育事業所等に、待機児童が多い0歳から2
歳児を預かる小規模保育施設の整備を促進し、
待機児童の解消を目指す。

《事業内容（事業量）》
国庫による施設整備に係る補助限度額を上限
に、小規模保育施設整備について補助を行う。
負担割合＝国2/3、村1/12、事業者1/4

《事業の目的（効果）》
派遣により保育士を確保し、保育所において預
かれる児童の増加を図り、待機児童の解消を目
指す。

《事業内容（事業量）》
派遣会社を通じ保育士を確保し、保育園の預か
り人数の拡大を図る。

《事業の目的（効果）》
村内の保育施設等に就職する保育士に就職の準
備に必要な費用を貸付けることにより、保育人
材の確保並びに定着を図る。

《事業内容（事業量）》
貸付金額
　新卒保育士　300,000円
　潜在保育士　200,000円
就労年数による償還免除の規定有り。

《事業の目的（効果）》
保育所等の運営者が実施する保育士等の宿舎借
上げに要する経費に対し補助を出すことで保育
士等の人材確保及び離職防止を図る。

《事業内容（事業量）》
補助限度額　１戸当たり月額45,000円
※補助金の額と補助対象経費の実支出額とを比
較して、いずれか少ない額とする。

5 1-2-2
保育士宿舎
借上支援事
業

2,700 実施 実施 実施
福
祉
課

4 1-2-2
保育士就職
準備金貸付
事業

1,300 実施 実施

福
祉
課

3 1-2-1

待機児童解
消対策事業
（保育士確
保事業）

11,130 実施 実施 実施
福
祉
課

2 1-2-1
待機児童解
消対策事業

117,175 実施

担
当
課

1 1-1-1
特定不妊治
療費助成事
業

2,400 実施 実施 実施
福
祉
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

実施
福
祉
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
幼稚園（未移行園含）・保育園等の幼児教育・
保育施設を利用していない幼児を一時的に保育
し、保護者の負担軽減・就労等を支援する。

《事業内容（事業量）》
私立園において、公立園と同内容で一時保育を
実施するために要する経費を負担する。

《事業の目的（効果）》
園舎内の空調設備を整備することで児童が過ご
しやすい環境を確保する。

《事業内容（事業量）》
ガス式エアコンから電気式エアコンへの入替工
事
電力使用量増加に伴うキュービクルの増設工事

《事業の目的（効果）》
新規に婚姻した世帯を対象に、婚姻に伴う新生
活を経済的に支援し、もって地域における少子
化対策の強化を図ることを目的とする。

《事業内容（事業量）》
住居費及び引越し費用の一部に対して、上限300
千円の補助を行う。
（対象経費：住宅購入費、賃料、敷金、礼金、
共益費及び仲介手数料、引越し費用等）

《事業の目的（効果）》
子ども達が震災前のように体を動かすことがで
きる環境を提供し、子どもの体力向上や肥満傾
向の改善に寄与する。

《事業内容（事業量）》
子ども達が保護者と一緒に安全に、安心して遊
ぶことのできる屋内施設の運営を行う。

《事業の目的（効果）》
川谷児童クラブのブロック塀撤去を行い、利用
児童の安全を確保する。

《事業内容（事業量）》
川谷児童クラブのブロック塀の撤去および車止
めの設置を行う。

福
祉
課

10 1-3-3
児童クラブ
環境改善事
業

700 実施

実施

企
画
政
策
課

9 1-3-3
屋内遊び場
確保事業

16,639 実施 実施 実施
福
祉
課

8 1-3-1
西郷村結婚
新生活支援
事業

2,100 実施 実施

実施
福
祉
課

7 1-2-2
まきば保育
園施設整備
費

31,210 実施
実施・
完了

福
祉
課

6 1-2-2
一時保育事
業

2,436 実施 実施
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基本目標２ 自らを高め、共によりよく生きるむらづくり 

（分野：教育・文化・スポーツ） 

自らを高め、共によりよく生きるむらをつくるために、本村が持つ豊かな自然環境や地域

の人材などを活用した学校教育及び生涯学習・スポーツを推進するとともに、芸術・文化の

振興や地域文化の継承、それらを通じた世代間の交流機会の拡充を図り、郷土に対する愛着

の醸成と多様性を認め合う地域社会づくりを推進します。 

基本施策 施     策     名 

2-1 

学校教育の充実 

2-1-1 豊かな心の育成 

2-1-2 確かな学力の向上 

2-1-3 健やかな体の育成 

2-1-4 特色ある教育の推進 

2-1-5 時代に対応した教育の推進 

2-1-6 特別支援教育の充実 

2-2 

家庭・地域の教育力向上 

2-2-1 学校・家庭・地域の連携促進 

2-2-2 地域ぐるみの見守り活動の支援 

2-2-3 家庭の教育力の向上支援 

2-2-4 多様な体験・交流活動の充実 

2-3 

教育環境の整備 

2-3-1 安全・安心な学校づくり 

2-3-2 教職員の資質の向上 

2-3-3 計画的な施設・設備の更新 

2-3-4 安全な通学の確保 

2-3-5 就学支援の充実 

2-4 

生涯学習の推進 

2-4-1 公民館活動の充実 

2-4-2 人材育成・学びの循環の推進 

2-4-3 読書活動の充実 

2-4-4 生涯学習拠点・コミュニティ施設の整備 

2-5 

スポーツの推進 

2-5-1 スポーツに親しむ機会の充実 

2-5-2 競技スポーツの推進 

2-5-3 スポーツ環境の整備・充実 

2-6 

芸術・文化の振興 

2-6-1 良質な芸術文化にふれる機会の充実 

2-6-2 文化活動の促進 

2-6-3 文化財の保護・活用 

2-6-4 伝統文化の継承支援 

2-6-5 芸術・文化活動拠点の整備 
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
「総合的な学習の時間」に補助金を交付するこ
とにより、児童生徒が自ら課題を見付け主体的
に判断し、よりよく問題を解決する能力の育成
を図る。

《事業内容（事業量）》
・各学校の「総合的な学習の時間」事業の展開
を図るため、その費用の一部を補助する。
主な補助対象経費
・読み聞かせ充実費、体験材料費、報償金　他
各小中学校　17,000円×クラス数

《事業の目的（効果）》
・スポーツを通して、適切な運動の経験と安全
についての理解を深め、健康の保持増進と体力
の向上を図り、自己の最善を尽くして活動する
態度を養う。

《事業内容（事業量）》
・中学校体育連盟大会等の参加校に対して、バ
ス等の運行代や宿泊費等の費用を補助する。
主な補助対象経費
・生徒輸送費、参加費、宿泊代

《事業の目的（効果）》
小学校６学年児童が、相互に友情の輪を広げ、
連帯と協力のもとに、思いいたわる心を育成す
る。また、別々の小学校からひとつの中学校へ
進学時の「中一ギャップ」に対応するため、全
小学校合同で活動する。

《事業内容（事業量）》
・国立那須甲子青少年自然の家での１泊２日の宿泊学習を通
し、村内の６学年児童が那須茶臼岳登山、野外炊飯、キャン
プファイア等、班活動を基本に集団での生活を体験する。
・主な補助対象経費
児童生徒輸送費、謝金、保険代

《事業の目的（効果）》
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する
心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音
楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養
う。

《事業内容（事業量）》
・各種小学校音楽祭及びコンクール等の参加校
に対して、バス等の運行代や楽器の運搬代の費
用を補助する。
主な補助対象経費
・生徒輸送代、楽器輸送代、参加費

《事業の目的（効果）》
白河市・那須町との協定により委託受託区域に
居住している児童の就学先を決定することを趣
旨とし、児童や保護者の利便性の向上を主な目
的とする。

《事業内容（事業量）》
教育委託区及び受託区に居住する児童及び保護
者からの申請により、白河市及び那須町の教育
委員会と連携を取りながら就学先の決定を行
い、それに伴い委託料・受託料に関する事務手
続きを進める。

実施

学
校
教
育
課

15 2-1-4
小学校区域
外就学委託
費

2,534 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

14 2-1-4
音楽祭等出
場補助金
（小学校）

1,767 実施 実施

実施

学
校
教
育
課

13 2-1-4
小学校合同
宿泊学習事
業費

640 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

12 2-1-3
中学校体育
連盟大会参
加補助金

8,927 実施 実施

11 2-1-2
総合的な学
習の時間事
業費

1,003 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

-13-



Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
・表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好す
る心情と音楽に対する感性を育てるとともに，
音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を
養う。

《事業内容（事業量）》
・各種中学校音楽祭及びコンクール等の参加校
に対して、バスの運行代や楽器の運搬代の費用
を補助する。
主な補助対象経費
・生徒輸送代、楽器輸送代、参加費

《事業の目的（効果）》
白河市・那須町との協定により委託受託区域に
居住している生徒の就学先を決定することを趣
旨とし、生徒や保護者の利便性の向上を主な目
的とする。

《事業内容（事業量）》
教育委託区及び受託区に居住する生徒及び保護
者からの申請により、白河市及び那須町の教育
委員会と連携を取りながら就学先の決定を行
い、それに伴い委託料・受託料に関する事務手
続きを進める。

《事業の目的（効果）》
村内全ての小中学校へ外国人であるＡＬＴ４名
を英語授業の助手として派遣し、生きた英語に
より外国語授業の推進を図る。また、幼稚園・
保育園にもＡＬＴを派遣し就学前から楽しく自
然に外国語に慣れ親しむ機会をつくる。

《事業内容（事業量）》
小中学校年間予定派遣数 200回、幼稚園・保育
園年間予定派遣数 24回、夏季休業期間中におけ
る小学生を対象とした英会話教室の実施（３日
間）、夏季休業期間中における各中学校での英
語弁論大会に向けての指導

《事業の目的（効果）》
村内の小学校５・６年生を対象とし、研修を受
けた外国人教師とマンツーマンでのオンライン
英会話レッスンを実施することにより、コミュ
ニケーション能力の向上が期待できる。

《事業内容（事業量）》
１回のレッスン時間は２５分間で、年間で３４
回のレッスンを行う。

《事業の目的（効果）》
これまでの外国語授業においては、担任とＡＬ
Ｔが連携し授業を行っていたが、担任とＡＬＴ
の間に英語教育専門の指導員が入ることによ
り、より充実した授業を実践すことができ、英
語教育に発展に繋がる。

《事業内容（事業量）》
指導専門員を１名雇用し、各学校での指導や調
整を行う。

実施

学
校
教
育
課

20 2-1-5
英語教育指
導専門員配
置事業

0 実施

実施

学
校
教
育
課

19 2-1-5
オンライン
英会話事業

13,497 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

18 2-1-5
外国語指導
助手諸費

22,440 実施 実施

実施

学
校
教
育
課

17 2-1-4
中学校区域
外就学委託
費

1,389 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

16 2-1-4
音楽祭等出
場補助金
（中学校）

1,302 実施 実施
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
東日本大震災により被災した児童生徒の心のケ
ア、教職員・保護者等への助言・援助、福祉関
係機関との連携等さまざまな課題に対応するた
め、児童生徒が安心して学校生活を送ることが
できるようにする。

《事業内容（事業量）》
県教育委員会が、多くの被災児童生徒を受け入
れている市町村に対してスクールソーシャル
ワーカーを派遣する事業であるが、当村では１
名のスクールソーシャルワーカーを受け入れ
る。

《事業の目的（効果）》
特別な支援を必要とする児童生徒の対応をする
ため、学習活動上の支援や各種行事の際の補助
などの適切な指導にあたる支援員を各小中学校
に配置する。

《事業内容（事業量）》
学校支援員を１６名雇用し、各小中学校へ配置
する。

《事業の目的（効果）》
心理的要因により、長期間学校に登校できない
児童・生徒に対し状況に応じた適切な相談、指
導及び援助を行い在籍校への復帰を図る。

《事業内容（事業量）》
指導専門員を１名雇用し、関係する学校等と連
携しながら、不登校の児童・生徒に対して、在
籍校への復帰または自立を図るための指導助言
を行う。

《事業の目的（効果）》
教育の機会均等の趣旨に則り、特別支援学級在
籍児童の就学に必要な経費の一部を負担する。

《事業内容（事業量）》
特別支援学級在籍児童の就学にあたり、その経
費の一部を負担し、保護者の経済的負担を軽減
する。

《事業の目的（効果）》
地域と学校がパートナーとして連携・協働し、
地域の将来を担う人材の育成を図るとともに、
地域住民のつながりを深めることにより、自立
した地域社会の基盤の構築・活性化を図る「学
校を核とした地域づくり」を推進する。

《事業内容（事業量）》
学習支援事業：地域の人材を活用しての学習教
室の開催
学校支援事業：学校の要望に応じて環境整備等
の支援を地域の人材を活用して実施　等

実施

学
校
教
育
課

25 2-2-1
地域学校協
働活動事業

10,230 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

24 2-1-6
小学校分特
別支援教育
就学奨励費

1,126 実施 実施

実施

学
校
教
育
課

23 2-1-6
適応指導教
室設置事業

3,110 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

22 2-1-6
学校支援事
業

30,234 実施 実施

21 2-1-6

スクール
ソーシャル
ワーカー緊
急派遣事業

2,307 実施 実施 実施

学
校
教
育
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
地域全体で児童生徒の安全体制を整備し、無事
故で安心して通学できる環境を整える。

《事業内容（事業量）》
・西郷村子どもの安全見守り隊連絡協議会を設
置し、円滑な運営を図る。
・見守り活動に使用する物品を配布し、隊員へ
の意識向上を図る。

《事業の目的（効果）》
村内の中学１年生が、天栄村のブリティッシュ
ヒルズで本物の英語に触れるなど、異文化を体
験しながら語学研修をすることで、次代を担う
中学生の新しい視野、幅広い国際的な感覚を養
成する。

《事業内容（事業量）》
実施日・内容等について、各中学校とブリ
ティッシュヒルズの調整
実施後のアンケートの回収

《事業の目的（効果）》
地域の食材を活かし、和食の良さを取り入れた
「にしごうマクロビ給食」を実施し、園児・児
童・生徒の健康づくりを目的とする。

《事業内容（事業量）》
「にしごうマクロビ給食」では、①主食に黒米
や麦、雑穀を加える。②魚や豆製品も多く取り
入れる。③かみごたえのある、するめや豆小魚
等のカミカミ食材をつけている。これらに係る
経費を補助金で補う。

《事業の目的（効果）》
老朽化した学校給食センターを学校給食衛生管
理基準に沿った給食センター整備を行うため

《事業内容（事業量）》
学校給食センター基本・実施設計業務委託

《事業の目的（効果）》
児童生徒及び幼稚園児の学校給食費の一部を補
助することにより保護者の経済的な負担を軽減
する。

《事業内容（事業量）》
・学校給食費保護者負担軽減補助金
・多子世帯学校給食費補助金
・村立幼稚園給食費副食分減免補助

実施

学
校
教
育
課

30 2-3-1
学校給食費
軽減補助金

13,269 実施 実施

実施

学
校
教
育
課

29 2-3-1
学校給食セ
ンター建設
事業

17,160 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

28 2-3-1
にしごうマ
クロビ給食
補助金

4,000 実施 実施

実施

学
校
教
育
課

27 2-2-4
中学生異文
化体験事業

2,797 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

26 2-2-2
学校安全体
制整備事業
費

757 実施 実施
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
小中学校の教科書改訂に伴い、教師用教科書・
指導書を購入し活用することにより、教職員の
質の向上に努める。

《事業内容（事業量）》
４年に１回小中学校の教科書の改訂が行われる
が、それに伴い教師用の教科書・指導書を購入
する。

《事業の目的（効果）》
児童の快適で安心・安全な学校生活のため、小
学校施設の校舎、設備、ICT機器の修繕等を実施
する。

《事業内容（事業量）》
村立小学校5校

《事業の目的（効果）》
老朽化した小学校の施設改修工事を行い、性能
及び機能の確保に資する。

《事業内容（事業量）》
玄関ホール照明改修工事

《事業の目的（効果）》
生徒の快適で安心・安全な学校生活のため、小
学校施設の校舎、設備、ICT機器の修繕等を実施
する。

《事業内容（事業量）》
村立中学校3校

《事業の目的（効果）》
老朽化した小学校の施設改修工事を行い、性能
及び機能の確保に資する。

《事業内容（事業量）》
渡り廊下改修工事
避難階段塗装改修工事
インターホン設置工事等

実施

学
校
教
育
課

35 2-3-3
中学校施設
整備費

5,665 実施

学
校
教
育
課

34 2-3-3
中学校補修
事業

2,900 実施 実施

実施

学
校
教
育
課

33 2-3-3
小学校施設
整備費

1,210 実施

学
校
教
育
課

32 2-3-3
小学校補修
事業

3,500 実施 実施

31 2-3-2
学校教材等
充実事業

0 実施

学
校
教
育
課
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担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
トイレの洋式化及びドライ式にする事により生
徒への衛生面の配慮及び和式に不慣れな生徒の
ストレスの緩和

《事業内容（事業量）》
西郷第二中学校の校舎トイレ
和式から洋式
ウエット式からドライ式
建築工事・機械設備工事・電気工事

《事業の目的（効果）》
水泳授業の実施により、水に慣れ泳ぎの基本的
な技能を習得する。

《事業内容（事業量）》
・プール設備がない学校について、村民プール
を利用して水泳授業を行う。
・西郷幼稚園児童
・小田倉小学校児童
・西郷第一中学校生徒

《事業の目的（効果）》
東日本大震災により被災し、経済的な理由によ
り就学困難となった生徒に必要な就学援助を実
施する。

《事業内容（事業量）》
被災生徒認定世帯に対し、学用品費、新入学児
童生徒学用品費、通学用品費、校外活動費（泊
あり）、校外活動費（泊なし）、修学旅行費、
学校給食費、クラブ活動費、生徒会費、ＰＴＡ
会費、体育実技用品費を支給する。

《事業の目的（効果）》
地域活性化、教育、産業、福祉の振興のための
村民の自主調査、研究、研修、留学を行う者の
支援を行い、今後の西郷村を担う人材を育成
し、実際に習得したことを社会へ還元し活躍し
てもらう。

《事業内容（事業量）》
自主調査等に対し、２分の１もしくは３分の２
を助成（限度額50万円）。
長期の海外留学を行う場合、留学にかかる費用
のうち30万円を上限に助成。

《事業の目的（効果）》
能力があるにもかかわらず、経済的理由により
就学が困難と認められる者に対して入学時にお
ける奨学資金を貸与し、経済的理由で修学を断
念せざるを得ない状況を解消し、将来の西郷村
を担う人材を育成する。

《事業内容（事業量）》
高等学校、高等専門学校等の入学者30万円以内
大学、短大、専修学校等の入学者50万円以内
それぞれ10名ずつの募集及び決定にかかる事務
を行う。また、返済金の事務を行う。

実施

生
涯
学
習
課

40 2-4-2 奨学金費 9,380 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

39 2-4-2
人材育成事
業助成事業

1,600 実施 実施

38 2-3-5
被災生徒就
学援助事業

515 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

実施

学
校
教
育
課

37 2-3-4

特別推進事
業費プール
授業対応事
業

1,831 実施 実施 実施

学
校
教
育
課

36 2-3-3

中学校費特
定防衛施設
周辺整備調
整交付金事
業

0 実施
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
家庭での読書活動の推進を図るため、幼少期か
らの読書習慣の定着にむけての取り組みを行
う。また、公民館図書室の活動を手伝っていた
だくボランティアを養成する。総じて、村民が
読書に親しむ環境づくりを整備・推進する。

《事業内容（事業量）》
各小学校でのおはなし会の実施
検診時の絵本プレゼントや読み聞かせ会の実施
公民館図書室での読み聞かせ会の開催
図書ボランティア養成講座の開催

《事業の目的（効果）》
地元行政区より要望のあった集会施設の屋根塗
装工事を行い、建物の長寿命化を目指す。
また、自主避難所となっている集会施設につい
て、空調設備設置のための設計委託を行う。

《事業内容（事業量）》
大平・鶴生・黒川地区集会施設屋根塗装設計・
工事、上野原農民研修センタートイレ改修設
計・工事、米・下折口原・追原地区集会施設エ
アコン設置設計

《事業の目的（効果）》
西郷村文化センター内のトイレを改修し、より
村民に利用しやすい施設にする。

《事業内容（事業量）》
文化センター内トイレの洋式化（農研男女トイ
レ、コミセン１・２階男女トイレ）、障がい者
用トイレの改修（オストメイト対応）の設計

《事業の目的（効果）》
各種スポーツの東北・全国大会出場選手に激励
金（奨励報奨金）を交付する。

《事業内容（事業量）》
西郷村スポーツ競技激励金交付要綱に基づく
ただし、各種団体（競技団体の県組織）から補
助を受けている場合や高校生以上は東北大会、
東日本大会では交付しない。

《事業の目的（効果）》
運動の日常化と体質の改善をテーマとし全村民
に普及を行う。各地区の文化財に触れ、郷土の
歴史に興味をもっていただく。

《事業内容（事業量）》
・健康ウォーキング　原則毎月第３日曜日
・歩いて文化財めぐり
（川谷地区、小田倉地区、熊倉地区、米地区）
・観桜健康ウォーキング
・うつくしま・みずウォーク

実施

生
涯
学
習
課

45 2-5-1
西郷村シン
ボルスポー
ツ推進事業

924 実施 実施

生
涯
学
習
課

44 2-5-1
スポーツ競
技大会出場
激励金事業

2,050 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

43 2-4-4
文化セン
ター施設整
備費

3,398 実施

実施

生
涯
学
習
課

42 2-4-4
地区コミセ
ン等管理費

17,672 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

41 2-4-3 読書活動費 616 実施 実施
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
西郷村体育協会に補助金を交付し事業等の運営
を行う。

《事業内容（事業量）》
主な主催事業…西郷ふれあいカップ中学校親善
野球大会、村内一周駅伝大会、西郷村体育協会
単会数15）

《事業の目的（効果）》
ふくしま駅伝大会西郷村運営委員会への補助金
交付により、大会に向けて運営をする。

《事業内容（事業量）》
・各種大会参加
・チーム練習（毎週）、合同練習会参加
・タイムトライアル（定期）
・陸上合宿　ほか

《事業の目的（効果）》
西の郷クロスカントリー大会実行委員会への補
助金交付により大会を開催する。

《事業内容（事業量）》
第１回実行委員会（４月）、申込開始（５月）
抽選（６月）、参加者決定・振込依頼（７月）
事前送付物発送・会場設営・大会当日（８月）

《事業の目的（効果）》
村スポーツ少年団に所属する子供たちの活動補
助として1名当たり2,500円を所属スポーツ少年
団を通して補助する。

《事業内容（事業量）》
登録団体数(16)R3.3現在
構成人員331名
（指導者・役員・スタッフ77名）
（団員254名）

《事業の目的（効果）》
本村を主会場として開催するスポーツイベン
ト、および本村の地域活性化に寄与するスポー
ツイベント等として村長が認めた事業に対し、
競技団体に補助を行う。

《事業内容（事業量）》
対象事業の1/2（上限20万円）を補助する。
なお、同一及び同一と認められる事業者につい
ては年間１件のみ申請可とする。

実施

生
涯
学
習
課

50 2-5-3

西郷村ス
ポーツイベ
ント等誘致
促進事業補
助金

500 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

49 2-5-2
村スポーツ
少年団補助
金

1,108 実施 実施

実施

生
涯
学
習
課

48 2-5-2

西の郷クロ
スカント
リー大会補
助金

3,000 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

47 2-5-2
ふくしま駅
伝参加補助
金

2,000 実施 実施

46 2-5-2
村体育協会
補助金

4,300 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課
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担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
西郷村民体育館のトイレ改修を行い、緊急時に
おける避難所としての機能を強化することを目
的とする。

《事業内容（事業量）》
実施設計委託内容
・男子トイレ、女子トイレ　和式→洋式
・男子トイレ　小便器改修

《事業の目的（効果）》
地域の人々に良質な音楽や芸術に触れる機会を
設け、豊かな心を育むとともに、コンサートや
発表会を通して地域のコミュニティづくりを促
進する。

《事業内容（事業量）》
日本奇術協会による公開発表

《事業の目的（効果）》
村民の作品を公募し本村の芸術・文化の振興を
図るとともに、芸術・文化に携わる団体・個人
の発掘を行い、実行委員会を組織しながら交流
を図る。

《事業内容（事業量）》
実行委員会開催
応募作品の募集、美術展開催の広報
美術展の開催（５日間）
審査員による評価、表彰式の開催

《事業の目的（効果）》
加盟各団体の活動や交流を通して村内の文化活
動をより活発化させ、多くの村民が文化、芸
術、伝統を身近に感じることができ、芸術・文
化の振興につなげる。

《事業内容（事業量）》
文化協会への補助金の交付
各加盟団体への活動助成
他市町村の文化団体との交流

《事業の目的（効果）》
村内にある文化財を適正に保護し、活用するこ
とにより次代へ継承していくだけでなく、地域
振興や観光の資源とする。

《事業内容（事業量）》
文化財説明看板等の設置（２カ所）

生
涯
学
習
課

55 2-6-3
文化財保護
費

0 実施

実施

生
涯
学
習
課

54 2-6-2
文化協会補
助金

596 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

53 2-6-1
総合美術展
補助金

300 実施 実施

生
涯
学
習
課

52 2-6-1
文化活動推
進事業

146 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

51 2-5-3
体育施設整
備事業

2,211
実施・
完了
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基本目標３ 活力ある、交流とふれあいのむらづくり 

（分野：産業・観光・交流） 

活力ある産業振興を進めるために、市場ニーズに応じた競争力の高い地域産業として育

成・発展していくための支援の充実に努めます。また、美しい景観や水資源、首都圏への好

アクセス等を生かした観光振興と交流人口の拡大を図ります。 

基本施策 施     策     名 

3-1 

農林業の振興 

3-1-1 生産基盤の整備 

3-1-2 担い手の確保・経営強化 

3-1-3 循環型農業の推進 

3-1-4 ６次産業化の推進 

3-1-5 森林再生 

3-1-6 森林の保護・活用 

3-2 

商工業の振興 

3-2-1 経営基盤強化支援 

3-2-2 創業支援 

3-2-3 企業誘致の推進 

3-2-4 産学官連携・企業間連携の推進 

3-3 

観光・交流の活性化 

3-3-1 着地型観光の推進 

3-3-2 情報発信・観光プロモーション 

3-3-3 観光資源の整備 

3-3-4 合宿の里づくりの推進 

3-3-5 交流・イベントの開催・誘致 

3-3-6 広域観光の推進 
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
村内において新たに就農しようとする農業者に
対し、その就農のための一部を助成する。

《事業内容（事業量）》
就農支援事業：農業用機械、資材等、経営管理に必要な電算
機器、消耗品等（上限額60万円）。
農地賃借支援事業：小作料の賃料（賃料の1/2を最大3年間、
上限額西郷村農業委員会で定める標準小作料）。
就農支援サポーター事業：研修に要する経費（上限額月額5万
円）。

《事業の目的（効果）》
農地・水路周辺の生活環境の保全及び耕作者等
の負担軽減、並びに農業生産性の向上が図られ
る。また、受益面積・組合員の減少が抑制され
る。

《事業内容（事業量）》
西郷村土地改良区へ事務費や施設維持管理費
等、運営事業費の一部を助成する。

《事業の目的（効果）》
長坂堰の補修改修により、当該地区の用水の安
定供給と地域住民の安全・災害防止が図られ
る。

《事業内容（事業量）》
県営事業により実施される改修工事の費用の一
部を負担する。

《事業の目的（効果）》
農業用水の安定確保による生産性の向上、及び
農地・水路周辺の生活環境の保全が図られる。

《事業内容（事業量）》
用水の安定供給や水路管理等の営農省力化のた
めの水路整備、農道整備を実施する。

《事業の目的（効果）》
農業従事者自らが管理しやすい農業施設とな
り、農業振興が図られる。

《事業内容（事業量）》
行政区や水利組合等からの申請により利用者自
ら新設補修等を実施するため、受益戸数２戸以
上の農業用施設に使用する原材料を支給する。

実施

産
業
振
興
課

60 3-1-1
農業施設用
原材料支給
事業

1,000 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

59 3-1-1
小規模道水
路整備事業

44,056 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

58 3-1-1
県営事業負
担金

0 実施 実施

産
業
振
興
課

57 3-1-1
西郷村土地
改良区運営
事業

3,500 実施 実施

56 3-1-1
新規就農者
支援事業

600 実施 実施 実施

産
業
振
興
課
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事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
西郷村水田収益力強化ビジョンの内容をふま
え、経営所得安定対策事業に係る転作作物等を
栽培した農家に対して助成することで、水田の
有効活用を図る。

《事業内容（事業量）》
水田の有効活用を推進するため、西郷村水田収
益力強化ビジョンの内容をふまえ、経営所得安
定対策事業に係る転作作物等を栽培した農家に
対して助成する。

《事業の目的（効果）》
産地の収益強化と担い手の経営発展を推進する
ため、産地・担い手の発展の状況に応じて必要
な農業用機械・施設の導入を支援する。

《事業内容（事業量）》
地域担い手育成支援（上限300万円）
先進的農業経営確立支援（上限：法人1,500万円個人1,000万
円）
助成金　①から③により算定した額のうち一番低い額
①事業費×3/10　②融資額　③事業費-融資額-地方公共団体
等による助成金

《事業の目的（効果）》
新たに独立して次世代を担う農業者となること
を目指す者に対して、就農直後の経営の一部を
補助する。

《事業内容（事業量）》
交付期間：年間最大150万円（夫婦共同の場合、
年間最大225万円）を最長5年間交付。
※1 令和３年度からは4年、5年目は最大120万円に変更された。
※2 経営開始2年目以降は前年の所得に応じて交付金額が変動。

《事業の目的（効果）》
経営所得安定対策で実施する、米・畑作物の収
入減少緩和交付金、畑作物の直接支払交付金、
水田活用の直接支払交付金、上記事業を実施す
るうえでの必要事務費。

《事業内容（事業量）》
経営所得安定対策事業に伴う、システム運営
費、作付面積の確認を行う事務員の給与。

《事業の目的（効果）》
担い手への農地集積が円滑に進むようにするた
め、農地を貸付け農地集積を実施する。

《事業内容（事業量）》
担い手への農地集積が円滑に進むようにするた
め、農地を貸付け農地集積に協力する者及び地
域に対して予算の範囲内で交付金を交付する。

実施

産
業
振
興
課

65 3-1-2
農地中間管
理機構事業

522 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

64 3-1-2
水田農業改
革支援事業

2,410 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

63 3-1-2

新規就農者
確保事業
（農業次世
代人材投資
事業）

7,500 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

62 3-1-2

強い農業・
担い手づく
り総合支援
交付金事業
（旧：経営
体育成支援
事業）

3,000 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

61 3-1-2
水田農業構
造改革対策
事業費

16,249 実施 実施
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課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
村内の転作田や休耕地等を利用した飼料の生産
拡大と技術の向上を図り地域農業の発展に寄与
することを目的とする。

《事業内容（事業量）》
村内畜産農家と村内飼料作物生産者とのマッチ
ングを行う協議会への補助。
限度額：50万円

《事業の目的（効果）》
野菜、果樹、花卉生産を振興するための購入費
の一部を助成する。

《事業内容（事業量）》
・農業用機械：購入費用15万円以上で1/3補助（上限額30万
円）
・パイプハウス（付帯施設を含む）：購入費用15万円以上で
2/5補助（上限額50万円）
・農業用資材、6次化商品開発費：費用5万円以上（上限額10
万円）

《事業の目的（効果）》
西郷村の農地を荒廃させることなく子孫に引き
継いでいくためには、農地を有効に活用し、持
続的に農業を営んでいける担い手（個人、法
人）を育成、支援していく体制を整えることを
目的とする。

《事業内容（事業量）》
農業の専門的な知識や経験を有する職員による
技術的な支援等を委託する。

《事業の目的（効果）》
村と福島大学とが協働し、食と農が抱える課題
の解決に向けて学び・研究を目的とする。

《事業内容（事業量）》
村と福島大学とが協働し、食と農が抱える課題
の解決に向けて学び・研究をするプログラム事
業。

《事業の目的（効果）》
農業者等が実施する化学肥料・化学合成農薬を
原則５割以上低減する取組と合わせて行う地球
温暖化防止や生物多様性保全等に効果の高い営
農活動の取組を支援する。

《事業内容（事業量）》
化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減す
る取組と合わせて行う地球温暖化防止や生物多
様性保全等に効果の高い営農活動を行った農業
団体を支援する。

実施

産
業
振
興
課

70 3-1-2

環境保全型
農業直接支
払交付金事
業

1,540 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

69 3-1-2
農学実践型
教育プログ
ラム事業

3,533 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

68 3-1-2
担い手育成
事業

2,645 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

67 3-1-2
西郷村施設
園芸野菜振
興対策事業

2,500 実施 実施

66 3-1-2
西郷村耕畜
連携推進協
議会補助金

500 実施 実施 実施

産
業
振
興
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
酪農経営者に酪農ヘルパーの利用に要する経費
の一部を助成する。

《事業内容（事業量）》
酪農ヘルパーの利用料金として、当該利用料金
1/4に相当する額以内とする。

《事業の目的（効果）》
農村が古来よりもつ多面的な機能である防災機
能の向上、病害虫防除機能の向上、また、農業
用施設の長寿命化を図る。

《事業内容（事業量）》
各集落単位で組織された団体が、農地の多面的
機能維持、地域内の農環境維持のために行う活
動に対する助成。

《事業の目的（効果）》
有害鳥獣による農作物並びに人的被害を防止
し、農作物の安定収益と地域住民の安全確保図
る。

《事業内容（事業量）》
有害鳥獣による農作物被害の調査と有害鳥獣捕
獲許可に基づいた銃火機等での捕獲活動。

《事業の目的（効果）》
鳥獣被害の軽減による生産者の生産意欲の向上
と所得の安定。

《事業内容（事業量）》
有害鳥獣による農作物被害を軽減させるため、
電気柵等の被害防止設備に要する費用の補助。
補助率1/3、限度額：個人10万円、組織等20万
円。

《事業の目的（効果）》
農地利用状況調査を年一回実施し、遊休農地及
び荒廃農地の有効利用・解消を目指す。

《事業内容（事業量）》
農地利用状況調査資料作成・結果入力業務委託

実施

農
業
委
員
会
事
務
局

75 3-1-2
機構集積支
援事業

1,623 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

74 3-1-2
有害狩猟鳥
獣被害対策
費補助金

1,000 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

73 3-1-2

西郷村有害
狩猟鳥獣捕
獲隊運営事
業費

3,338 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

72 3-1-2
多面的機能
支払交付金
事業

28,421 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

71 3-1-2
酪農ヘル
パー利用事
業補助金

1,100 実施 実施
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担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
観光客及び西郷村民が農産物直売所を利用し、
西郷村の農業の拠点とすることを目的とする。

《事業内容（事業量）》
維持管理、保守管理等のまるごと西郷館の管理
運営業務。

《事業の目的（効果）》
村内の畜産農家の家畜飼料増産に要する経費の
一部を助成することにより、海外からの輸入飼
料に依存する畜産経営から地域内飼料生産を含
む自給飼料による畜産経営への転換を目的とす
る。

《事業内容（事業量）》
村内で生産された稲ＷＣＳや稲わらサイレージ
及びデントコーンサイレージを購入した畜産農
家に対して助成する。

《事業の目的（効果）》
東日本大震災以降、放射性物質の影響により停
滞した森林整備を実施し、森林の有する多面的
機能の維持及び放射性物質の拡散防止を図る。

《事業内容（事業量）》
年度別計画作成等業務（40ha）　　28,416千円
森林整備等業務（48ha）　　　　　96,420千円

《事業の目的（効果）》
緑の募金を通じて村民の緑化に対する理解と認
識を深めていくとともに、募金の成果により村
内の緑化運動の推進が図られる。

《事業内容（事業量）》
緑の羽根、ボールペン等の啓発用資材を活用し、「緑の
募金」を募るとともに、募金活動を通じ緑化運動の重要
性を訴える。また、「緑の募金」の成果による交付金を
受けて、緑化の推進や森林の整備、次代を担う青少年の
育成等の事業を実施する。

《事業の目的（効果）》
平成25年度から令和4年まで県営事業で実施され
る林道楽翁渓線と松宇橋を結ぶ林業基幹道の整
備事業で、森林法５条で定められた森林の間伐
等の林業経営の改善を促進し、林業振興を図
る。

《事業内容（事業量）》
県営林業基幹道整備事業（楽翁渓松宇線）の負
担金
事業費133,700千円×負担率25％

実施

産
業
振
興
課

80 3-1-6
林道改良事
業

33,425 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

79 3-1-6
緑化推進事
業

895 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

78 3-1-5
ふくしま森
林再生事業

124,836 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

77 3-1-3
自給飼料増
産対策事業
補助金

4,354 実施 実施

76 3-1-3
西郷村農産
物直売所管
理事業

7,000 実施 実施 実施

産
業
振
興
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
県産木材や森林環境の大切さが広く普及啓発さ
れる。

《事業内容（事業量）》
重点枠として村内の公共施設等に県産材を用い
た木製品の設置等を実施し、基本枠として村内
の全小中学校に森林環境学習を行うための補助
金を交付する。

《事業の目的（効果）》
西郷村商工会が行う小規模企業に対する指導事
業及び商工業の振興と安定を図る。

《事業内容（事業量）》
西郷村商工会が行う小規模企業に対する指導事
業及び商工業の振興と安定を図るために補助金
を交付する。

《事業の目的（効果）》
中小企業及び個人事業主の経営基盤強化推進。
知的財産権の保護・活用指導、ＵＩＪターン促
進を行い村内事業者の経営基礎の安定を図る。

《事業内容（事業量）》
中小企業及び個人事業主の経営基盤強化推進。
知的財産権の保護・活用指導、ＵＩＪターン促
進

《事業の目的（効果）》
村内の中小企業に対して、経営基盤強化に必要
な資金を融資し、企業の体質強化や経営の安定
化を図る。

《事業内容（事業量）》
保証融資原資として福島県信用保証協会に貸付
をし、金融機関がおおむね5倍に相当する額の融
資を行う。

《事業の目的（効果）》
中小企業経営合理化資金信用保証料補助するこ
とで村内事業者の経営基礎の安定を図る。

《事業内容（事業量）》
信用保証料補助。

実施

産
業
振
興
課

85 3-2-1

中小企業経
営合理化資
金信用保証
料補助金

1,356 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

84 3-2-1

中小企業経
営合理化資
金融資原資
貸付金

190,000 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

83 3-2-1
中小企業対
策費

1,615 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

82 3-2-1
西郷村商工
会運営補助
事業

7,180 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

81 3-1-6
森林環境交
付金事業費

2,550 実施 実施
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課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
村資金融資制度による融資を受けた者に対して
当該資金借入に係る償還利子を補助し、経営の
安定化を図る。

《事業内容（事業量）》
村資金融資制度による融資を受けた者に対して
当該資金借入に係る償還利子の補助。償還利子
補助金（1）一般枠（2）創業支援枠：1％以内、
（3）コロナウイルス感染症関連枠：3年間全
額、4年目以降1％以内

《事業の目的（効果）》
奨学金返還支援を行うことにより、若者の定
住・移住の促進、企業の人材不足解消を図る。

《事業内容（事業量）》
高校、大学等卒業後、村内に定住し、かつ、村
内事業所等に就業する者を対象とし、奨学金の
返還実績に応じて奨学金返還支援を行う。

《事業の目的（効果）》
誘致活動を行うことで、村内へ進出する企業を
増やし雇用拡大を図る。

《事業内容（事業量）》
・企業誘致活動
・既存企業における事業規模拡大支援
・企業誘致研修会への参加
・情報収集

《事業の目的（効果）》
工業用水道事業会計のうち、長久保工業用水に
対する一般会計負担金。

《事業内容（事業量）》
工業用水道事業会計のうち、長久保工業用水に
対する一般会計負担金。

《事業の目的（効果）》
着地型観光コンテンツとして「フットパス」の
コースの整備を行い、誘客を図ると共に、村内
観光に対し、住民の興味・関心を深め、官民一
体で村内の観光の醸成を図る。

《事業内容（事業量）》
日本フットパス協会「フットパス全国の集い」
（令和５年度本村予定）の開催に向け、地域お
こし協力隊を活用し、村内の観光資源の発掘、
コースの選定及び整備、コース案内人の育成を
行う。

実施

産
業
振
興
課

90 3-3-1
観光費（着
地型観光）

537 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

89 3-2-3
工業用水道
事業会計負
担金

36,806 実施 実施

実施

産
業
振
興
課

88 3-2-3 企業誘致費 3,460 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

87 3-2-1
西郷村奨学
金返還支援
基金事業

13,658 実施 実施

86 3-2-1

中小企業経
営合理化資
金融資利子
補給補助金

10,600 実施 実施 実施

産
業
振
興
課
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課
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施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
着地型観光コンテンツの取り組みである「フッ
トパス」事業に協力してもらいながら、当該協
力隊員の定住・定着を図り、地域力の維持・強
化を図るため、担い手となる人材の確保を行
う。

《事業内容（事業量）》
他市町村の事例等を含めて、効果的な活用方法
を模索し、着地型観光（フットパス）の事業を
推進する。

《事業の目的（効果）》
西郷村観光協会で行う観光事業等に対して補助
を行う。

《事業内容（事業量）》
観光用パンフレットの定期的な改訂とSNS等各種
メディアを活用した広報、村との連携した観光
地に関する情報の共有、福島県や周辺自治体と
連携した誘客、県内外の観光ＰＲイベントへの
参加等に対する補助を行う。

《事業の目的（効果）》
今後の施設の利活用に向けた施設の維持管理を
行う。

《事業内容（事業量）》
同施設の開業から現在に至るまでの総括を行
い、今後の施設の在り方について方向性を決定
する。

《事業の目的（効果）》
今後の施設の利活用及び甲子地区の観光力を維
持するため、施設（一部）の維持管理を行う。

《事業内容（事業量）》
同施設の開業から現在に至るまでの総括を行
い、今後の施設の在り方について方向性を決定
する。

《事業の目的（効果）》
プレミアム付きの温泉入浴券を発行し、購入し
ていただくことで、温泉の利用を促進し、村民
及び観光客の健康増進を図ると共に観光地の活
性化を図る。

《事業内容（事業量）》
１セット1,500円分のプレミアム付き温泉入浴券
の発行・販売を行う。

実施

産
業
振
興
課

95 3-3-3
観光地活性
化事業

4,585 実施 実施

産
業
振
興
課

94 3-3-3
家族旅行村
事業

1,908 実施

産
業
振
興
課

93 3-3-3
温泉健康セ
ンター事業

30,704 実施

産
業
振
興
課

92 3-3-2
西郷村観光
協会事業

11,113 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

91 3-3-1
地域おこし
協力隊活用
事業

4,448 実施
実施・
完了

-30-



Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
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事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
雪割橋完成に伴う周辺整備として駐車場やトイ
レ、展望台等を整備することにより観光客への
利便性を向上させ、さらなる誘客を図る。

《事業内容（事業量）》
特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、段
階的に駐車場や展望台、トイレを設置する。

《事業の目的（効果）》
拠点づくりプロジェクト計画にも掲げた「にぎわい」「憩い・交
流」「利便」「安心・安全」を創出するための一環として、農業者
の生活を支える農業振興、地元の名産や観光資源を活かした観光振
興、村民の生活利便性の向上と多様な活動を支援する地域振興、非
常時の防災に資する安心・安全施設の整備を効果的に実現するため
「道の駅」を設置する。

《事業内容（事業量）》
まるごと西郷館出荷者を中心とした２０名程度の委員会を立
ち上げ、特産品の開発や、情報発信などについての検討・勉
強会と道の駅を核とした産業振興事業を農商工業等が連携
し、村全体で一体となって進めていけるよう、道の駅化に向
けたソフト事業の充実推進と地域住民への意識醸成を図る。

《事業の目的（効果）》
県内外の大学・高校等の合宿誘致を推進し、観
光地及び村内温泉施設・運動施設の利用促進を
図り、併せて観光地への誘客を図る。

《事業内容（事業量）》
白河甲子高原観光課発協議会に同事業に対する
補助を行い、定期的に県外の高校・大学等への
パンフレットの送付をすると共に、白河・西郷
で連携した広域的な運動施設・宿泊施設の活用
する。

《事業の目的（効果）》
にしごう祭りを開催することで、来村者への定
住及び交流人口の拡大を図る。

《事業内容（事業量）》
にしごう祭り開催の補助金。

《事業の目的（効果）》
各種大会・イベント等の開催することで、誘客
を図る。

《事業内容（事業量）》
新・雪割橋開通に合わせたイベントの開催
着地型観光（別掲）の推進し、フットパスイベ
ントの定期的な開催

実施

産
業
振
興
課

100 3-3-5
交流イベン
ト事業

3,476 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

99 3-3-5
西郷祭実行
委員会補助
金

3,000 実施 実施

実施

拠
点
整
備
室

98 3-3-4
合宿の里づ
くり推進事
業

50 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

97 3-3-3
道の駅整備
事業

952 実施 実施

96 3-3-3

特定防衛施
設周辺整備
調整交付金
事業（商工
費）

68,846 実施
実施・
完了

産
業
振
興
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
福島県や周辺自治体と連携し、お互いの地域資
源や特性を生かして相互誘客を図る。
・観光周遊ルートの作成
・広域観光パンフレット作成
・首都圏への観光誘客ＰＲ

《事業内容（事業量）》
東北デスティネーションキャンペーン（東北６
県で行う大型観光キャンペーン）の効果的な活
用。
各協議会の連携市町村との情報共有を密にし、
広域的な観光キャンペーンを展開。

実施

産
業
振
興
課

101 3-3-6
広域連携推
進事業

1,627 実施 実施
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基本目標４ 快適に暮らし、利便性の高いむらづくり 

（分野：都市基盤整備） 

快適に暮らし、利便性の高いむらをつくるために、既存インフラを活用しつつ、安全・快

適な道路網や公共交通網、上下水道といった都市基盤の整備・強化を図るとともに、コンパ

クトで利便性の高い住環境の計画的な整備を推進します。 

基本施策 施     策     名 

4-1 

道路・公共交通の整備 

4-1-1 計画的な道路整備の推進 

4-1-2 生活道路の安全確保 

4-1-3 除雪体制の強化 

4-1-4 道路の長寿命化 

4-1-5 公共交通網の再編 

4-2 

上下水道の整備 

4-2-1 汚水の適正処理 

4-2-2 水の安定供給と水質監視 

4-2-3 上下水道事業の安定経営 

4-2-4 ストックマネジメントの推進 

4-3 

住環境の整備 

4-3-1 居住環境の整備 

4-3-2 公営住宅の整備 

4-3-3 公園・緑地の管理 

4-3-4 情報通信基盤の管理 

4-3-5 コンパクトなまちづくりの推進 
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
緊急時の避難、救難、消防活動に必要な大型車
両が通行可能な規格で雪割橋を架替えることに
より、由井ヶ原地区の安全かつ円滑な通行の確
保を図る。

《事業内容（事業量）》
全体事業量：道路改良工L=1,560ｍ
　　　　　　橋梁工Ｌ=138.5ｍ
　　　　　　旧橋撤去工　一式

《事業の目的（効果）》
緊急時の避難、救難、消防活動に必要な大型車
両が通行可能な規格で雪割橋を架替えることに
より、由井ヶ原地区の安全かつ円滑な通行の確
保を図る。

《事業内容（事業量）》
全体事業量：道路改良工L=1,560ｍ
　　　　　　橋梁工Ｌ=138.5ｍ
　　　　　　旧橋撤去工　一式

《事業の目的（効果）》
道路の改良による機能の向上、円滑な通行の確
保を図る。

《事業内容（事業量）》
道路改築系:古米坂1号線 外5路線

《事業の目的（効果）》
緊急時の避難、救難、消防活動に必要な大型車
両が通行可能な規格で雪割橋を架替えることに
より、由井ヶ原地区の安全かつ円滑な通行の確
保を図る。

《事業内容（事業量）》
全体事業量：道路改良工L=1,560ｍ
　　　　　　橋梁工Ｌ=138.5ｍ
　　　　　　旧橋撤去工　一式

《事業の目的（効果）》
道路の改良、修繕等による機能の向上、円滑な
通行の確保を図る。

《事業内容（事業量）》
行政区からの維持補修要望等に基づく、比較的
小規模な道水路等の整備、維持工事の実施。

建
設
課

106 4-1-2
小規模道水
路整備事業

55,500 実施 実施 実施
建
設
課

105 4-1-1

白河布引山
演習場周辺
道路改修等
事業（川谷
由井ヶ原
線：債務負
担令和３・
４年度）

28,564 実施
実施・
完了

建
設
課

104 4-1-1

社会資本整
備総合交付
金事業（通
常）P1

75,000 実施 実施 実施
建
設
課

103 4-1-1

白河布引山
演習場（川
谷由井ヶ原
線：債務負
担令和２・
３年度）

41,596 実施
実施・
完了

102 4-1-1

白河布引山
演習場周辺
道路改修等
事業

7,657 実施
実施・
完了

建
設
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
道路の修繕等による機能の向上、円滑な通行の
確保を図る。

《事業内容（事業量）》
災害防除系：原中四ツ門線外1路線

《事業の目的（効果）》
橋梁点検による安全の確保とともに、早期修繕
によるライフサイクルコストの縮減を図る。

《事業内容（事業量）》
橋梁補修系：西郷高原大橋　外

《事業の目的（効果）》
道路の改良等による機能の向上、円滑な通行の
確保を図る。

《事業内容（事業量）》
交通安全系：上新田大平線 外2路線

《事業の目的（効果）》
生活路線バスを運行することにより、移動手段
を持たない地域住民の足を確保する。

《事業内容（事業量）》
村内及び白河市の一部を経由する生活路線バス
（11系統40便）の運行を福島交通に委託。運行
における欠損金に対し補助を行う。

《事業の目的（効果）》
福島交通が運行する地方バス路線「新白河石川
線」に対して欠損補助を行い、生活に必要な交
通の確保をする。

《事業内容（事業量）》
福島交通が国、県補助を受けた上で不足する欠
損額に対し、西郷村、白河市、石川町、中島村
の４市町村で均等割、人口割、距離割で按分し
て協調補助を行う。

実施

企
画
政
策
課

111 4-1-5

地方バス路
線維持対策
事業費補助
金

4,023 実施 実施

実施
建
設
課

110 4-1-5
市町村生活
交通対策事
業

35,370 実施 実施 実施

企
画
政
策
課

109 4-1-4

社会資本整
備総合交付
金事業（防
災・安全）
P9

51,000 実施 実施

実施
建
設
課

108 4-1-4

社会資本整
備総合交付
金事業（道
路メンテナ
ンス事業）

65,500 実施 実施 実施
建
設
課

107 4-1-2

社会資本整
備総合交付
金事業（防
災・安全）
P2

100,000 実施 実施
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
生活路線、地方路線バス、その他の交通（デマ
ンド、鉄道、タクシー等）を含め、総合的な公
共交通体制の構築を図るため、専門的な知識を
有する機関代表者より意見を聞いて西郷村の公
共交通再編の検討を進める。

《事業内容（事業量）》
現行のデマンド交通実証実験と同様のシステム
では、費用の圧縮が見込まれないため、民間有
償運送を活用した運行への切替、および生活路
線バスの統廃合について検討を進めるため、協
議会を開催する。

《事業の目的（効果）》
生活路線バスではカバーできないエリアに居住
している方や、バス停留所までの歩行が困難で
ある方などの交通弱者の利便を図るため、乗合
型のデマンド交通（自宅前～目的地間）を運行
し、通院や買い物のための足を確保する。

《事業内容（事業量）》
交通事業者に運行を委託。８人乗り車両3台で平
日のみ運行。登録、予約制で、自宅から指定乗
降場所までの送迎。利用料金は現在無料として
いるが、令和３年度途中より運行方法の変更
と、料金徴収を開始予定。

《事業の目的（効果）》
阿武隈川の源流の里として、河川や水路等の水
質汚濁の防止に取り組み、村民が安全で快適に
生活できる。

《事業内容（事業量）》

生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止す
るため、浄化槽を設置しようとする者に対し、
その設置に要する経費（単独処理浄化槽又はく
み取り便槽を完全に撤去するのに必要な工事費
用を含む。）について補助金を交付する。

《事業の目的（効果）》
農業集落排水事業会計を維持するための一般会
計負担金。

《事業内容（事業量）》
起債の償還、桝設置等の村単独工事費及び使用
料等で賄えない分の維持管理費等への充当。

《事業の目的（効果）》
公共下水道事業会計を維持するための一般会計
負担金。

《事業内容（事業量）》
起債の償還、白河市との共用施設に係る負担
金、桝設置等の村単独工事費、使用料等で賄え
ない分の維持管理費及び人件費等への充当。

実施

上
下
水
道
課

116 4-2-1
公共下水道
事業会計負
担金

361,270 実施 実施 実施

上
下
水
道
課

115 4-2-1
農業集落排
水道事業会
計負担金

138,678 実施 実施

実施

企
画
政
策
課

114 4-2-1
浄化槽設置
整備事業

2,006 実施 実施 実施

上
下
水
道
課

113 4-1-5
デマンド交
通実証事業

30,498 実施 実施

112 4-1-5
地域公共交
通確保維持
改善事業

797 実施 実施 実施

企
画
政
策
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
西郷村への移住・定住を促進するため、首都圏
からの移住・定住者を確保し、人口の増加を図
る。

《事業内容（事業量）》
令和元年度より福島県全体で取り組むもので、
東京圏からの移住者のうち、県内中小企業等
（要登録）に就職した場合に移住先市町村より
移住支援金を支給。単身世帯には、最大600千
円、2人以上の世帯には最大1,000千円。

《事業の目的（効果）》
新幹線が止まる村「西郷」をより全国にアピー
ルするとともに、西郷村への移住を促進し、定
住人口の増加、地域の活性化につなげる。

《事業内容（事業量）》
白河市・西白河郡外から西郷村へ転入し、新幹
線を利用して通勤する者に対し、通勤に係る費
用の一部を補助する。通勤に係る費用から通勤
手当を控除した残額の1/2を上限とし、月２万円
（賃貸：１万円）、最大36か月の補助を行う。

《事業の目的（効果）》
西郷村への移住を促進し、定住人口の増加が図
られることで地域の活性化につなげる。

《事業内容（事業量）》
白河市・西白河郡外から西郷村へ移住する者の
住宅の購入に要する費用（土地代金は除く）に
対し補助を行う。
購入経費の1/2以内で、新築は400千円、中古は
200千円を限度（その他加算あり）とする。

《事業の目的（効果）》
昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住
宅で、申請者に対し耐震診断および耐震改修工
事費用の一部を補助する。

《事業内容（事業量）》
耐震診断派遣業務　　３件／年
耐震改修支援補助金　３件／年
耐震診断：自己負担６千円
耐震改修最大補助額：工事費用の1/2かつ1,000
千円以内の額

《事業の目的（効果）》
不適合なブロック塀等を撤去する個人所有者に
対し、撤去費用の一部を補助する。

《事業内容（事業量）》
ブロック塀等撤去補助金　７件／年
最大補助額：経費の2/3の額で150千円を限度と
する。

実施
建
設
課

121 4-3-1
ブロック塀
撤去新設等
補助事業

1,050 実施 実施

実施

企
画
政
策
課

120 4-3-1

木造住宅耐
震診断促進
事業・木造
住宅耐震改
修支援事業

3,635 実施 実施 実施
建
設
課

119 4-3-1
住宅取得費
補助金

2,500 実施 実施

実施

企
画
政
策
課

118 4-3-1
西郷村新幹
線通勤補助
事業

1,200 実施 実施 実施

企
画
政
策
課

117 4-3-1

西郷村移
住・マッチ
ング支援事
業

1,760 実施 実施
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基本目標５ 自分らしく生き、笑顔があふれるむらづくり 

（分野：保健・医療・福祉） 

村民が自分らしく生き、笑顔があふれる村をつくるために、保健・医療・福祉をはじめと

した各分野が連携し、地域資源や人材を十分活用しながら、一人一人の状況に応じたきめ細

かな支援やサービスの提供がなされる体制づくりに努めます。 

基本施策 施     策     名 

5-1 

健康づくりの推進 

5-1-1 健康づくりの推進 

5-1-2 生活習慣病予防・がん対策の推進 

5-1-3 食育の推進 

5-1-4 こころの健康づくり 

5-1-5 感染症予防の推進 

5-2 

医療の充実 

5-2-1 地域医療体制の強化 

5-2-2 かかりつけ医の普及 

5-2-3 適正受診の促進 

5-2-4 国民健康保険制度への支援 

5-2-5 後期高齢者医療制度への支援 

5-3 

高齢者福祉の充実 

5-3-1 社会参加・生きがいづくり 

5-3-2 地域包括ケアシステムの充実 

5-3-3 介護サービスの充実 

5-3-4 高齢者の権利擁護 

5-3-5 自立・生活支援の充実 

5-4 

障がい者（児）福祉の充実 

5-4-1 相談支援体制の強化 

5-4-2 社会参加・就労支援 

5-4-3 障がい福祉サービスの充実 

5-4-4 バリアフリーのむらづくり 

5-5 

地域福祉の充実 

5-5-1 ボランティア・福祉団体等の活動支援 

5-5-2 コーディネート機能の充実 

5-5-3 安全・安心の確保 

5-5-4 生活困窮者支援の実施 
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
県のふくしま健民パスポート事業と連携し、
日々の健康づくりの取り組みをポイント化し、
基準ポイントによって健民カードを発行する。
ランクに応じてインセンティブを付与し、住民
の健康意識の向上を図る。

《事業内容（事業量）》
・村内施設で使用できる商品券の発行
・健康教室の開催

《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルスワクチン関連対策に係る職
員に根拠法令等に基づく給与（超過勤務手当）
を適正に支給する。

《事業内容（事業量）》
人事給与システムを利用し、前月の実績に基づ
く超過勤務手当の支給

《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルスの感染の状況に鑑み、経済
的な影響を受けている村内在住者又は実家が村
内にある者を会計年度任用職員として雇用する
事業を継続するもの

《事業内容（事業量）》
報酬、期末手当、社会保険料等の緊急雇用対策
としての会計年度任用職員の任用に係る経費

《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルス感染防止のための消毒液や
マスクの確保を図り、保育所における感染防止
の一助となることを目的とする。

《事業内容（事業量）》
保育所１か所あたり50万円、小規模保育施設１
か所あたり30万円の範囲での消毒液等の購入も
しくは、施設での購入に対する費用を補助す
る。

《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルス感染防止のための消毒液や
マスクの確保を図り、児童クラブにおける感染
防止の一助となることを目的とする。

《事業内容（事業量）》
１支援単位あたり20万円の範囲で新型コロナウ
イルス感染防止のための消毒液などの購入を行
う。

福
祉
課
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

126 5-1-5

（新型コロ
ナ対策）子
ども・子育
て支援交付
金事業

4,800
実施・
完了

福
祉
課
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

125 5-1-5

（新型コロ
ナ対策）保
育対策総合
支援事業

2,300
実施・
完了

総
務
課
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

124 5-1-5
（新型コロ
ナ対策）緊
急雇用事業

30,659 実施

総
務
課
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

123 5-1-5

新型コロナ
ウイルスワ
クチン関連
対策費

2,000 実施

122 5-1-1
にしごう健
康ポイント
事業

428 実施 実施 実施

健
康
推
進
課
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《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、防
疫器具（手指消毒剤、サージカルマスク、手袋
等）の整備、PCR検査の実施体制の整備を行う。

《事業内容（事業量）》
・手指消毒剤200本、サージカルマスク350箱、
プラスチック手袋200箱を防疫器具として整備す
る。
・感染拡大防止のため、PCR検査を委託する。

《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルスに感染した場合に重症化す
るリスクの高い高齢者について、村がＰＣＲ検
査費用の一部を助成する事で、感染拡大を防
ぐ。

《事業内容（事業量）》
行政検査の対象とならない方で、『介護認定を
受けている方、介護予防・日常生活支援総合事
業対象者のうち希望者』についてＰＣＲ検査を
行い感染拡大、重症化を防ぐ　100名

《事業の目的（効果）》
1人１台のタブレット端末と通信ネットワークを
一体的に整備する事で、多様な子供達の資質・
能力が一層確実に育成できる教育ICT環境を構築
し、各小中学校の授業での活用を図る。

《事業内容（事業量）》
・ICT環境整備（通信費・ICT支援員・学習用
ツール使用料等）
・校務支援システム導入

《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルス感染症に伴う経済的な理由
等により、意欲があるものの今後の修学が困難
な方へ、緊急修学援助として奨学金貸与を実施
する。

《事業内容（事業量）》
・高等学校・高等専門学校　300,000円以内
・大学・短大・専修学校等　500,000円以内
年額一括貸与・１万円単位で申請可

《事業の目的（効果）》
新型コロナウイルス感染拡大による西白河地方
の医療崩壊を防ぐため、西白河地方市町村会、
白河医師会、白河厚生総合病院の三者協定に基
づき、発熱外来を設置し、医療体制の整備を図
る。

《事業内容（事業量）》
発熱外来診療所運営負担金

健
康
推
進
課
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

131 5-2-1

（新型コロ
ナ対策）発
熱外来診療
所運営事業

1,055 実施

実施

学
校
教
育
課
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

130 5-1-5

（新型コロ
ナ対策）人
材育成基金
緊急修学援
助奨学金貸
付事業

13,000 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課
（
新
型
コ
ロ
ナ
）

129 5-1-5

（新型コロ
ナ対策）村
立小中学校
ＩＣＴ環境
整備事業

28,140 実施 実施

実施

健
康
推
進
課

128 5-1-5

疾病予防対
策事業（新
型コロナウ
イルス対
策）

2,375 実施

健
康
推
進
課

127 5-1-5
新型コロナ
ウイルス対
策費

1,971 実施 実施
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《事業の目的（効果）》
多年にわたり社会に貢献してきた高齢者を敬愛
し、長寿を祝う。また、高齢者の福祉について
の関心と理解を深め、かつ、高齢者が自らの生
活の向上に努める意欲を高めるための契機とす
る。

《事業内容（事業量）》
・敬老会開催事業
・敬老祝金支給事業（年齢７５歳以上の者に
５，０００円を支給する）
・百歳高齢者賀寿事業（満百歳の誕生日を迎え
た者に１００，０００円を支給する）

《事業の目的（効果）》
高齢者が心身の健康を維持する上で、「生きが
い」の存在は重要であることから、老人クラブ
活動を支援し、活発な活動の促進、高齢者の健
康づくりや生きがい活動への支援、閉じこもり
防止を図る。

《事業内容（事業量）》
グラウンドゴルフ大会や、ニュースポーツ大
会、花部会活動、交通安全・防犯教室等、様々
な活動を実施し、高齢者の生きがいづくりの支
援する。

《事業の目的（効果）》
働く意欲のある高齢者の能力や経験を活用でき
る就業の場を確保するための事業を実施する公
益社団法人白河・西郷広域シルバー人材セン
ターに対し運営費の一部を補助し支援する。

《事業内容（事業量）》
補助金については、白河市との協定書により人
口割、老齢人口割、均等割の配分割合を決定し
ている。

《事業の目的（効果）》
高齢者が介護予防の大切さを理解し、自ら介護予防のための活動や
事業に積極的に参加し、生きがいや自己実現のための取組を支援し
ていく。特に地域住民自らが介護予防事業に取り組む自主グループ
の運営や、器具を使った運動に取り組めるプログラムを行うことに
より、運動のきっかけづくりと要介護状態の予防とＡＤＬの維持・
向上をめざす。

《事業内容（事業量）》
・お元気運動教室
・いきいき教室
・シニア活動支援事業運動指導

《事業の目的（効果）》
趣味の講座（健康体操、茶道等）や講話、村外
研修を通して健康を保持しながら教養を身につ
け生き甲斐を見いだすと共に、参加者の親睦と
交流を図ることで、高齢になっても元気に活動
的な生活ができることを目指す。

《事業内容（事業量）》
趣味の講座計９回（健康体操・茶道・カラオ
ケ・水彩画・健康麻雀）
講話、村外研修を数回
４月から２月まで実施

実施

健
康
推
進
課

136 5-3-1
人生楽園ク
ラブ

986 実施 実施 実施

生
涯
学
習
課

135 5-3-1
介護予防教
室

7,839 実施 実施

実施

健
康
推
進
課

134 5-3-1

白河西郷広
域シルバー
人材セン
ター補助金

3,644 実施 実施 実施

健
康
推
進
課

133 5-3-1
老人クラブ
補助金

1,274 実施 実施

132 5-3-1 敬老会諸費 15,860 実施 実施 実施

健
康
推
進
課
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《事業の目的（効果）》
老衰、身体の障害、疾病等の理由によりごみを所定のごみ収
集所まで搬出することが困難な者に対し、安否を確認するた
めに継続的に訪問してごみを収集するサービスを提供するこ
とにより、住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを
推進することを目的とする。

《事業内容（事業量）》
火曜日及び水曜日の午前８時３０分頃から概ね
１２時までに訪問収集を実施する。

《事業の目的（効果）》
在宅での寝たきり等高齢者に対し、紙おむつ等
の購入費用を助成し、療養生活での衛生向上と
快適化を図る。

《事業内容（事業量）》
在宅の要介護認定者に対し、給付券を発行する。利
用類型は要介護区分に応じ４類型に分けられる（最
重度5,800円、重度4,200円、中度2,500円、軽度
1,000円）。支給額の１割は自己負担。

《事業の目的（効果）》
在宅で要介護等高齢者を日常的に介護している
者に対して激励金を支給することにより、介護
者の労をねぎらうとともに経済的負担を軽減
し、高齢者福祉の増進を図ることを目的に実
施。

《事業内容（事業量）》
在宅で６ヶ月以上、要介護等高齢者を介護して
いる者に激励金を支給する。
同一世帯：25,000円　別世帯：15,000円

《事業の目的（効果）》
村内に地域密着型サービス拠点等の施設及び設
備等を整備し、村民の方が要介護状態になって
も、住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづ
くりを推進する。

《事業内容（事業量）》
国県の補助金を活用し公募等による施設を整備
する

《事業の目的（効果）》
高齢者施策及び介護保険制度について、適切な
計画及び事業を推進することにより、本村に暮
らす高齢者がそれぞれの住み慣れた地域におい
て、自分らしく安心して暮らしていける。

《事業内容（事業量）》
3年ごとにニーズ調査を行い、意見等を把握し、
高齢者施策及び介護保険制度の事業計画を見直
し施策に生かしていく。

実施

健
康
推
進
課

141 5-3-5

高齢者・介
護保険事業
計画策定事
業

0 実施 実施

実施

健
康
推
進
課

140 5-3-3

地域介護・
福祉空間整
備等施設整
備交付金事
業

0 実施

健
康
推
進
課

139 5-3-3
要介護等高
齢者介護者
激励金事業

3,250 実施 実施

実施

健
康
推
進
課

138 5-3-3

寝たきり等
高齢者紙お
むつ支給事
業

7,433 実施 実施 実施

健
康
推
進
課

137 5-3-2
さわやか訪
問収集事業

1,320 実施 実施
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《事業の目的（効果）》
村内の高齢者があん摩、マッサージ、指圧、は
り又はきゅうの施術を受ける場合の費用に対し
助成を行うことで、高齢者の健康の保持及び福
祉の向上を図る。

《事業内容（事業量）》
施術1回につき1,000円の助成券を年間最大12枚
発行する。

《事業の目的（効果）》
在宅で生活する介護保険対象外の高齢者に対し
て訪問介護員を派遣し、日常生活上の軽易な援
助を行うことで自立した生活の支援及び要介護
又は要支援への進行の防止を図る。

《事業内容（事業量）》
週１回１時間以内で、訪問介護員を派遣し、軽
易な生活援助（室内の清掃、外出時の援助、食
事・食材の確保、寝具類等の日干し）を行う。

《事業の目的（効果）》
高齢者が常用している寝具類の衛生向上を図
り、居宅生活での就寝の快適化と健康保持の促
進を目的とする。

《事業内容（事業量）》
在宅で生活する高齢者等に対し、寝具類（掛布
団・敷布団・毛布類）の洗濯・乾燥・消毒サー
ビス事業を行う。

《事業の目的（効果）》
高齢者が住み慣れた地域で安心して生活ができ
るように、緊急通報装置や火災報知機を設置
し、急病や事故等に２４時間体制で迅速かつ適
切な対応を図る。

《事業内容（事業量）》
高齢者一人暮らし、高齢者のみ世帯に対し緊急通報主装置、
ペンダント型送信機、見守りセンサー、火災報知器を貸与す
ることにより、２４時間体制で急病、火災、事故等の緊急時
に迅速かつ適切な対応を行うとともに、関係機関が連携して
高齢者等の見守り等を実施する。

《事業の目的（効果）》
高齢者が自分の住み慣れた地域で安心安全に暮
らし続けられるようにするため、「西郷村高齢
者福祉トータルサポートセンター」を設置し、
高齢者福祉の総合窓口として総合的な支援を行
う。

《事業内容（事業量）》
西郷村高齢者福祉トータルサポートセンター調
査員が各家庭を訪問し、高齢者の実態把握調
査、介護予防チェックリスト作成、ニーズ調
査、福祉サービスの広報・啓発を実施する。

実施

健
康
推
進
課

146 5-3-5
高齢者福祉
トータルサ
ポート事業

10,488 実施 実施 実施

健
康
推
進
課

145 5-3-5
見守り安心
ネットワー
ク事業

11,715 実施 実施

実施

健
康
推
進
課

144 5-3-5
寝具洗濯乾
燥消毒サー
ビス事業

969 実施 実施 実施

健
康
推
進
課

143 5-3-5
軽度生活援
助事業

812 実施 実施

142 5-3-5

老人はり
きゅうマッ
サージ等施
術費助成事
業補助金

763 実施 実施 実施

健
康
推
進
課
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《事業の目的（効果）》
高齢者が住み慣れた住宅で自立と介護の負担軽
減と、在宅福祉の向上を図るために、住宅改修
費の一部を助成する。

《事業内容（事業量）》
手すりの取付け、段差解消、床材変更、扉取
替、和式便器から洋式便器の取替等の費用を助
成する。支給限度基準額２０万円で自己負担２
割（要介護認定者は負担割合証の負担割合）。

《事業の目的（効果）》
高齢者への緊急の熱中症対策の一つとして、エ
アコンのない非課税高齢者世帯へ購入費用の一
部を助成する。

《事業内容（事業量）》
６５歳以上の非課税高齢者世帯を対象に、居住
する住宅で冷房器具が未設置の世帯に、購入費
用の一部を助成する（上限３万円）。

《事業の目的（効果）》
地域住民や幅広い福祉関係者の参加による社会
福祉事業の継続及び活動の充実・開発を図るこ
とを目的とし、社会福祉活動の活性化により地
域住民の福祉に対応したサービスの推進を図
る。

《事業内容（事業量）》
西郷村において、社会福祉事業を推進すること
を目的とし、営利を目的としない社会福祉協議
会に運営費の補助を行う。

《事業の目的（効果）》
社会福祉関係法律の適用範囲外にあって、援護
を要する村民の援護指導を行い、その更生を図
り一層の福祉増進に資する活動事業の円滑な実
施を図る。

《事業内容（事業量）》
民生委員・福祉委員の方々の、研修や会議など
各種活動にかかる経費を村が補助している。

《事業の目的（効果）》
災害弔慰金の支給等に関する法律及び災害弔慰金の
支給等に関する法律施行令の規定に準拠し、自然災
害により被害を受けた世帯の世帯主に災害援護資金
の貸付けを行い、もって村民の福祉及び生活の安定
に資することを目的とする。

《事業内容（事業量）》
災害弔慰金の支給等に関する法律及び災害弔慰
金の支給等に関する法律施行令の規定に準拠
し、自然災害により被害を受けた世帯の世帯主
に対する災害援護資金の貸付けを行う。

実施
福
祉
課

151 5-5-4
災害援護資
金

3,270 実施 実施

実施
福
祉
課

150 5-5-2
西郷村福祉
委員会補助
金

997 実施 実施 実施
福
祉
課

149 5-5-1
西郷村社会
福祉協議会
補助金

39,803 実施 実施

実施

健
康
推
進
課

148 5-3-5
高齢者世帯
冷房器具購
入助成事業

900 実施 実施 実施

健
康
推
進
課

147 5-3-5

高齢者にや
さしい住ま
いづくり補
助金

3,000 実施 実施
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基本目標６ 自然と共生し、環境にやさしいむらづくり 

（分野：環境保全） 

村の誇りであり自慢である豊かで美しい自然と共生し、環境にやさしいむらをつくるため

に、村民や地域、企業等における自然環境保全活動や資源循環型社会の形成に向けた積極的

な取り組みを促進するとともに、地域資源を活用した再生可能エネルギーの導入を促進しま

す。 

基本施策 施     策     名 

6-1 

自然環境の保全と共生 

6-1-1 環境保全活動の活性化 

6-1-2 環境教育の推進 

6-2 

循環型社会の推進 

6-2-1 ごみの減量化の促進 

6-2-2 ごみ・し尿の適正処理 

6-3 

低炭素社会の実現 

6-3-1 省エネルギーの促進 

6-3-2 再生可能エネルギーの普及促進 
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
特定外来生物に指定されているウチダザリガニ
の防除を行い、現在生息する在来生物の危害防
止及び保全を図る。

《事業内容（事業量）》
堀川ダム及び下流域で繁殖している特定外来生
物ウチダザリガニの防除。

《事業の目的（効果）》
騒音調査及び村内河川の水質検査を行い、村民
の健康で文化的な生活を確保する。

《事業内容（事業量）》
騒音公害に関する実態調査(新幹線・国道4号線
(年1回))及び河川の水質検査(村内7河川)。
※基準値を超える河川については、豊水期にお
いても水質検査を実施する。

《事業の目的（効果）》
3Rの推進及び排出ゴミの減量化。

《事業内容（事業量）》
資源回収団体によるリサイクル活動に対して、
奨励金を交付(5円/kg)

《事業の目的（効果）》
村内の防犯灯をＬＥＤ化し、温室効果ガスを抑
制し、維持・管理費を削減する。

《事業内容（事業量）》
平成29年度に防犯灯をLED化した際のリース料金
の支払い。

《事業の目的（効果）》
太陽光発電設備を普及し温室効果ガスの削減で
環境への影響軽減を図る。

《事業内容（事業量）》
一般住宅の太陽光発電設備を導入した村民に対
し費用の一部を助成　1kwあたり20,000円(上限
80,000円)

実施
防
災
課

156 6-3-2
新エネル
ギー事業

3,600
実施・
完了

環
境
保
全
課

155 6-3-1

交通安全対
策費二酸化
炭素排出抑
制対策事業
（ＬＥＤ照
明導入促進
事業）

6,299 実施 実施

実施

環
境
保
全
課

154 6-2-1
資源回収推
進事業

1,750 実施 実施 実施

環
境
保
全
課

153 6-1-1
公害対策事
業

1,599 実施 実施

152 6-1-1
特定外来種
駆除事業

1,304 実施 実施 実施

環
境
保
全
課
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基本目標７ 安全が守られ、災害に強いむらづくり 

（分野：防犯・防災） 

村民及び村を訪れる人たちの安全が守られるむらをつくるために、引き続き原子力災害か

らの復旧・復興への取り組みの推進や防災基盤の強化を図るとともに、関係機関の連携強化

及び情報共有の促進、地域活動団体や自主防災組織の活性化など、地域ぐるみで安全を守る

むらづくりを推進します。 

基本施策 施       策       名 

7-1 

防災対策・消防体制の充実 

7-1-1 防災意識の啓発 

7-1-2 情報伝達体制の再構築 

7-1-3 防災拠点・設備の整備 

7-1-4 治山・治水対策 

7-1-5 危機管理体制の強化 

7-1-6 消防体制の強化 

7-1-7 地域における防災活動支援 

7-2 

防犯・交通安全の推進 

7-2-1 防犯に対する意識啓発 

7-2-2 交通安全に対する意識啓発 

7-2-3 防犯・交通安全施設の整備 

7-2-4 地域で見守る体制の構築 

7-2-5 相談窓口の周知 

7-3 

原子力災害対策の推進 

7-3-1 除染・線量低減化の推進 

7-3-2 復旧・復興対策 

7-3-3 健康と安全・安心の確保 

 

 

  

-47-



Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
整備した災害情報伝達システム（@InfoCanal）
を活用し、個人所有のスマートフォン、携帯電
話、戸別受信機及び屋外のスピーカーなどに災
害情報や行政情報を配信する。

《事業内容（事業量）》
災害情報伝達システム（@InfoCanal）を適正運
営するためのソフトウェア使用に係る費用及び
屋外スピーカーの保守点検業務に係る費用。ま
た、旧防災行政無線戸別受信機の回収に係る費
用。

《事業の目的（効果）》
子どもから高齢者までが、安心して暮らせる地域を実現するための
「生涯安心して暮らせるまちづくり」の一環として、安全で便利な
生活を支える村の拠点の形成を推進する。拠点を中心として、生活
利便施設やにぎわい施設の集約、防災拠点としての庁舎機能の強
化、子育て支援機能や高齢者支援機能の充実、公共交通ネットワー
クの形成等を実現する。

《事業内容（事業量）》
事業整備に対する各国県等補助事業の調査、調
整等検討し、担当機関等への折衝等に対する費
用（旅費）。

《事業の目的（効果）》
庁舎機能分散化による住民サービスの低下、経
年による施設、設備等の老朽化の改善や村民の
利便性・安全性の向上を図る。

《事業内容（事業量）》
新庁舎建設基本設計・実施設計業務
令和２年度から令和３年度までの債務負担行為

《事業の目的（効果）》
消防団員の訓練の基礎を養い、消防技術の向上
及び消防活動に遺憾なきを期するため、消防操
法大会を開催し、火災防ぎょ体制の強化を図る
ことを目的とする。

《事業内容（事業量）》
ポンプ車の部：下羽太班、熊倉班、米班、上新
田班、真船班、原中班　６班出場
小型ポンプの部：上羽太班、谷地中班、柏野
班、下新田班、下折口原班、一の又班、黒川
班、大平班　８班出場

《事業の目的（効果）》
老朽化した西郷村消防団真船班の消防ポンプ自
動車及び車庫を更新し、地域消防力の充実・強
化を図る。

《事業内容（事業量）》
西郷村消防団真船班消防ポンプ自動車の更新
西郷村消防団真船班消防ポンプ自動車車庫の更
新に係る実施設計（場所：真船コミュティセン
ター前敷地）

防
災
課

161 7-1-6
消防自動車
等諸費事業

26,018
実施・
完了

実施

拠
点
整
備
室

160 7-1-6
ポンプ操法
大会事業

4,122 実施 実施
防
災
課

159 7-1-3
新庁舎整備
事業

100,017 実施 実施

実施
防
災
課

158 7-1-3
拠点づくり
プロジェク
ト事業

193 実施 実施 実施

拠
点
整
備
室

157 7-1-2
災害情報伝
達システム
整備事業

10,557 実施 実施
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
自主防災組織の結成促進を図り、支援をするこ
とで、災害発生時に災害による被害を防止・軽
減に繋げられる。また地域コミュニティの強化
にも繋げられる。

《事業内容（事業量）》
自主防災組織の結成、活動、育成及び資機材等
整備など際に補助金を交付し組織の充実強化を
行う。

《事業の目的（効果）》
西郷村における交通安全確保及びその円滑化を
図る。

《事業内容（事業量）》
交通安全街頭活動などの事業を実施する。

《事業の目的（効果）》
中学校生徒の自転車通学の安全確保を図る。

《事業内容（事業量）》
ヘルメット購入費用を全額補助する。

《事業の目的（効果）》
西郷駐在所の建替えに伴い、拠点整備エリア周
辺に用地を取得し、安定的な貸付けを行うこと
で、地域の治安維持と村民の安心、安全を確保
する。

《事業内容（事業量）》
・駐在所用地の取得
・農地転用事務
・普通財産の貸付

《事業の目的（効果）》
村民の安全確保と防犯に資することを目的とす
る。

《事業内容（事業量）》
カーブミラー及び防犯灯を設置する。

財
政
課

166 7-2-3
交通安全施
設費

5,280 実施 実施 実施
防
災
課

165 7-2-3
西郷駐在所
移転事業

32,495 実施
実施・
完了

実施
防
災
課

164 7-2-2

中学生用通
学ヘルメッ
ト購入補助
金

820 実施 実施 実施
防
災
課

163 7-2-2
村交通対策
協議会補助
金

575 実施 実施

162 7-1-7
自主防災組
織支援事業

700 実施 実施 実施
防
災
課
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
村内主要道路の交差点等に防犯カメラを設置す
ることにより、事件等が起きた際、迅速に情報
収集が出来る環境を整備し、村民が安心して暮
らしていける村づくりに努める。

《事業内容（事業量）》
西郷村交通対策協議会や防犯連絡協議会等関係
団体の意見を参考に、白河警察署と協議して計
画的に防犯カメラを設置していく。

《事業の目的（効果）》
放射性物質吸収抑制資材を施肥することによ
り、作物の放射性物質吸収を抑制し、営農活動
の再開に繋げていく。

《事業内容（事業量）》
水稲（計画）1,120a→[水稲：塩化カリ10a当た
り10㎏]

《事業の目的（効果）》
村内仮置場からすべての除去土壌等を搬出した
後、仮置場を原状復旧し地権者に返還する。

《事業内容（事業量）》
環境省除染関係ガイドライン及び福島県除染業
務に係る技術指針等に基づき、仮置場の維持管
理・原状復旧等を行う。

《事業の目的（効果）》
本事業は村内の農林水産物等の価値を伝え、販
売消費拡大を図るため、販売促進活動やパッ
ケージ作成など、産地や生産物の魅力が消費者
に伝わるようＰＲ活動を目的とする。

《事業内容（事業量）》
・県内外で販売会の実施
・不評払しょくのＰＲ活動
・広告や広報を使った農産物等のＰＲ

《事業の目的（効果）》
本村へ来ていただき、宿泊や食事等をしていた
だくことに併せ、食と放射能に対しての正しい
知識を得ることで原子力事故に係る風評被害を
払拭する。

《事業内容（事業量）》
県外者を対象とした、宿泊・購入・飲食に対す
るスタンプラリーを実施。
食と放射能に対する正しい知識を得るための
ページを入れた観光パンフレットの作成。
村産品を使用した食品の試食。

実施

産
業
振
興
課

171 7-3-2

消費者風評
対策市町村
支援交付金
事業

10,000 実施 実施

実施

環
境
保
全
課

170 7-3-2

「ふくしま
プライ
ド。」県産
農林水産物
販売力強化
支援事業

3,100 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

169 7-3-2

（原子力災
害対策）放
射性物質除
染対策事業

2,056,425 実施 実施

実施
防
災
課

168 7-3-1

（原子力災
害対策）福
島県営農再
開支援事業

11,790 実施 実施 実施

産
業
振
興
課

167 7-2-3
防犯カメラ
整備事業

2,665 実施 実施
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
放射能に対する不安を軽減するため、個人線量
計（ガラスバッジ）による外部被ばく測定、電
子線量計貸出事業を行う。

《事業内容（事業量）》
・乳幼児、小中学生を対象とした、個人線量計
（ガラスバッジ）の配布を行う。
・放射能への不安のある住民に対して、電子線
量計の貸出を行う。

《事業の目的（効果）》
放射性物質検査を行い摂取制限値を超える食品
の摂取について注意喚起する。

《事業内容（事業量）》
村民が村に持参した自家消費野菜等（販売品を
除く）について、放射性物質検査機器（非破
壊）を用い、検査を実施する。

《事業の目的（効果）》
放射性物質検査を行い摂取制限値を超える食品
の摂取について注意喚起する。

《事業内容（事業量）》
村民及び村内で生産された、自家消費野菜・流
通野菜等について放射性物質検査機器を用いて
検査を実施する。また、令和3年度より、同様に
学校給食等の検査も実施する。

実施

環
境
保
全
課

174 7-3-3

（原子力災
害対策）農
産物等放射
性物質検査
事業

15,104 実施

環
境
保
全
課

173 7-3-3

（原子力災
害対策）農
産物等放射
性物質検査
事業

762 実施 実施

172 7-3-3

（原子力災
害対策）放
射線健康対
策事業

2,049 実施 実施 実施

健
康
推
進
課
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基本目標８ 共に考え、協働するむらづくり 

（分野：行財政運営） 

協働によるむらづくりを推進するため、村民と行政がむらづくりにおける課題と目指すべき方

向性を共有しながら、財政状況に応じて選択と集中による効果的かつ効率的な行財政運営を進め

ることにより、健全なむらづくりの推進と行政サービスの向上を図ります。 

基本施策 施     策     名 

8-1 

協働によるむらづくりの推進 

8-1-1 情報共有・情報発信 

8-1-2 多様な活動主体との連携 

8-1-3 村民参画機会の拡充 

8-2 

持続可能なむらづくりの推進 

8-2-1 効果的・効率的な施策・事業の推進 

8-2-2 健全な財政運営 

8-2-3 広域連携の推進 
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Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

担
当
課

№
施策
番号

事業名 事業概要
Ｒ３事業費
（千円）

事業計画

《事業の目的（効果）》
会員相互の親睦と統計調査に対する能力と知識
の向上を図ることを目的とする会である。
村は、調査員の能力向上を図るため会の事業に
対して補助を行っている。

《事業内容（事業量）》
各年で宿泊を伴う研修会か日帰り研修会を年１
回開催実施する。
また、調査員の啓発のため県で実施する研修会
に参加する。

《事業の目的（効果）》
行政区長会を運営することで、各行政区が抱え
る課題や効果的な取り組みなどを区長同士で共
有し、より良い自治会運営が期待できる。

《事業内容（事業量）》
総務課が事務局となり、行政区長会に補助金を
交付する。主に、年２回開催する総会に係る会
議費及び区長の親睦を図る研修会費を支出す
る。

《事業の目的（効果）》
公益的な協働活動を行う住民団体等に対して補
助金を交付することで、住民自治の振興と協働
のまちづくりの推進を図る。

《事業内容（事業量）》
補助団体の募集を年３回を目安に実施し、審査
会において応募団体の事業を精査の上、補助の
要否を決定し、交付する。
事業完了後は、補助金の適正な運用を担保する
ため、提出書類等により事業内容を確認する。

《事業の目的（効果）》
座談会での地域課題の聴取のほか、行政側が
テーマを掲げて地域活動促進のための学習会等
を開催することで、地域活性化を図る。

《事業内容（事業量）》
テーマの策定、会場の確保、開催の告知、会場
設営、資料の準備を行う。また、必要に応じて
外部講師の手配を行う。

《事業の目的（効果）》
当該団体の設置目的である「会員相互の親睦と
西郷村の発展を応援する」を果たすため、団体
事務局として支援を行う。また、会員増加によ
り、村の関係人口創出を図る。

《事業内容（事業量）》
都内での総会・交流会の開催のほか、村内また
は県内でのイベントを企画・運営する。

実施
総
務
課

179 8-2-1
東京にしご
う会支援事
業

1,000 実施 実施

実施
総
務
課

178 8-1-3
地域支援事
業

544 実施 実施 実施
総
務
課

177 8-1-3
にしごう
「絆」育成
補助金事業

2,883 実施 実施

実施

企
画
政
策
課

176 8-1-3
行政区長会
補助金

1,785 実施 実施 実施
総
務
課

175 8-1-1
統計調査員
協議会補助
金

705 実施 実施
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《事業の目的（効果）》
在住市町村以外に寄附をした方が税制控除を受
けることができる制度。寄附者に対しお礼品を
贈呈することで、西郷村をPRするとともに、村
内及び村に所縁のある事業者の活性化を図り、
また寄附金を財源とした村づくりを推進する。

《事業内容（事業量）》
5,000円以上の寄附者に対し、ふるさと産品（返
礼品）を贈呈。寄附申込受付、返礼品の発送、
提供事業者・在庫管理を中間業者に委託。
新規提供事業者・返礼品の掘り起こしを実施
し、寄附歳入額の増加を図る。

《事業の目的（効果）》
発電所が立地する市町村に、国から県経由で交
付される交付金事業。西郷村では小萱水力発電
所が該当している。交付金は公共用施設に係る
整備・維持管理運営等に活用できる。

《事業内容（事業量）》
村ではこれまで本交付金を活用し、毎年消防車
両の更新をしてきた。令和元、2年度については
基金積立を行い、令和3年度の交付金と併せてポ
ンプ車（真船班）の更新を行ない、引き続き、
令和4,5年度の2ヵ年は基金へ積立を行う。

《事業の目的（効果）》
国民の利便性の向上などを目的に、番号法施行によ
りマイナンバーによって紐付けされた情報を政府・
自治体同士が情報の照会連携を行うネットワークが
構築された。本事業は、当該ネットワークに関連す
る維持管理に関する経費である。

《事業内容（事業量）》
上記ネットワーク及びシステムの機器管理や運
営を行うものである。
表示画面などのレイアウトについて年１度改訂
が行われる。

《事業の目的（効果）》
第四次総合振興計画の前期基本計画が、令和３
年度で計画期間満了となることから、あらたに
令和４年度～令和８年度までの後期基本計画を
策定する。

《事業内容（事業量）》
住民ニーズの取りまとめ、データ収集・考察、
推計、計画冊子の製本について業務を委託す
る。

《事業の目的（効果）》
公共施設等の全体の状況を把握し、長期的な視
点をもって更新、統廃合、長寿命化などを計画
的に行うことによって、財政負担を軽減、平準
化するとともに、公共施設等の最適な配置や有
効利用を図る。

《事業内容（事業量）》
公共施設等総合管理計画の見直し

企
画
政
策
課

184 8-2-1
公共施設等
総合管理計
画策定事業

5,800 実施
財
政
課

183 8-2-1
総合振興計
画策定事業

6,980
実施・
完了

実施

企
画
政
策
課

182 8-2-1

社会保障・
税番号制度
システム整
備事業

10,438 実施 実施 実施

企
画
政
策
課

181 8-2-1
電源立地地
域対策交付
金事業

0 実施

180 8-2-1
ふるさと納
税管理費

20,218 実施 実施 実施

企
画
政
策
課
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《事業の目的（効果）》
①戸籍事務へのマイナンバー制度導入。
②マイナンバーカードの普及を図る。

《事業内容（事業量）》
①戸籍事務へのマイナンバー制度導入に係る戸
籍システム改修を行う
②個人番号カード等の発行に要する費用を人口
規模に応じて「個人番号通知書・個人番号カー
ド関連事務委任交付金」として負担する。

《事業の目的（効果）》
行政課題の解決に向け、先進的取り組みを実施
している自治体等の事例、実情を直接調査し、
事務事業の比較や政策等を研究し、村政発展に
寄与する。

《事業内容（事業量）》
・委員会所管事務調査事業補助金
委員会が所管事務調査を行う場合、委員会に対して交付する。委員
1人に対し100,000円以内。
・議会全体事業補助金
議会全体研修事業は、議員の資質向上を図るため実施し、補助額は
事業見積により予算の範囲内で交付する。

《事業の目的（効果）》
村議会の会派又は村議会議員が実施する調査研
究、研修、広報・広聴、要請陳情、住民相談、
各種会議の参加などの活動に必要な経費に対し
交付することで、村政の課題及び村民の意思を
把握し、村政に反映させ福祉の増進を図る。

《事業内容（事業量）》
政務活動費の額
　議員1人当たり　月額20,000円×12ヶ月
①政務活動費の交付申請受付及び交付。
②政務活動費の収支報告書の精査。
③残余の額の速やかな精算返納。

《事業の目的（効果）》
職員一人ひとりの職務遂行能力を向上させ、よ
り質の高い住民サービスを提供すること。

《事業内容（事業量）》
ふくしま自治研修センター等の各種団体が実施
する様々な研修に職員を参加させる。

実施

議
会
事
務
局

188 8-2-2
行政課題研
究費

1,336 実施 実施 実施
総
務
課

187 8-2-1
政務活動費
交付金

3,840 実施 実施

実施

住
民
生
活
課

186 8-2-1
議会研修費
補助金

2,520 実施 実施 実施

議
会
事
務
局

185 8-2-1

社会保障・
税番号制度
システム整
備事業

8,323 実施 実施
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